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一
　
問
題
の
所
在

　
中
華
人
民
共
和
国
（
以
下
、
中
国
）
に
お
い
て
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
キ
リ
ス
ト
教
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
（
以
下
、
基
督（
1
）教）
の
信
徒
数

が
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
公
式
発
表
に
よ
れ
ば
、
そ
の
数
は
一
九
八
二
年
の
約
三
〇
〇
万（
2
）人か

ら
二
〇
一
〇
年
の
二
三
〇
五

万（
3
）人へ
と
、
三
〇
年
足
ら
ず
で
八
倍
近
く
に
ま
で
増
加
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
統
計
は
政
府
に
登
記
さ
れ
た
教
会
等
に
通
う
信
徒
の
数
を

示
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
中
国
共
産
党
（
以
下
、
共
産
党
な
い
し
党
）
が
信
徒
た
ち
を
体
制
内
に
留
め
て
お
く
た
め
に
設
置
し
た
中
国
基

督
教
三
自
愛
国
運
動
委
員
会
（
以
下
、
三
自
委
員（
4
）会）
の
影
響
下
に
な
い
教
会
等
に
通
う
信
徒
を
含
め
れ
ば
こ
の
数
は
さ
ら
に
大
き
な
も

の
と
な
り
、
そ
の
推
測
値
は
六
千
万
人
か
ら
一
億
三
千
万
人
と
言
わ
れ
て
い（
5
）る。
三
自
委
員
会
系
の
教
会
に
通
う
信
徒
よ
り
も
、
当
委
員

会
の
影
響
を
受
け
な
い
教
会
や
集
会
に
通
う
信
徒
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
状
況
で
あ
る
。

　
一
九
八
〇
年
代
末
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
は
、
宗
教
を
め
ぐ
る
国
際
・
国
内
環
境
が
と
も
に
大
き
く
変
わ
っ
た
時
期
で
あ
る
。
国
際

的
に
は
、
冷
戦
の
終
結
や
ソ
連
邦
の
崩
壊
、
そ
れ
に
と
も
な
う
新
た
な
独
立
国
の
誕
生
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
隠
さ
れ
て
き
た
宗
教
的
、
民

族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
復
活
し
、
国
際
政
治
上
の
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
っ（
6
）た。
こ
の
変
化
は
、
多
宗
教
、
多
民
族
国
家
で
あ
る

中
国
に
も
当
然
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
チ
ベ
ッ
ト
で
は
、
一
九
八
七
年
か
ら
八
九
年
に
か
け
て
ラ
サ
で
ラ
マ
僧
ら
に
よ
る
暴
動
が
発
生

し
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
で
は
、
国
境
線
の
す
ぐ
隣
で
同
じ
ム
ス
リ
ム
民
族
が
独
立
を
果
た
し
た
こ
と
も
手
伝
い
、
八
〇
年
代
末
か
ら
九
〇
年

代
に
か
け
て
民
族
、
宗
教
を
め
ぐ
る
紛
争
が
相
次
い
で
発
生
し（
7
）た。
こ
の
よ
う
に
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
特
に
少
数
民
族
地
域
に
お
い
て

そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
宗
教
を
核
と
す
る
民
衆
運
動
が
頻
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な

時
代
環
境
の
中
で
、
漢
族
地
域
に
お
い
て
も
基
督
教
が
爆
発
的
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
特
に
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
後
述
す
る
よ
う
に
都

市
部
の
学
生
や
知
識
人
の
間
に
信
仰
が
拡
大
し
た
。
一
九
八
九
年
の
第
二
次
天
安
門
事
件
（
以
下
、
天
安
門
事
件
）
を
機
に
政
治
運
動
に
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よ
る
中
国
の
改
革
に
限
界
を
感
じ
た
知
識
人
た
ち
が
基
督
教
に
希
望
を
見
出
し
、
信
仰
を
持
ち
始
め
て
い
っ（
8
）た。
本
稿
は
、
民
衆
レ
ベ
ル

で
進
む
信
仰
の
高
ま
り
や
多
元
化
が
中
国
の
国
家
と
宗
教
の
関
係
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
に
つ
い
て
、
九
〇
年
代
の
基
督
教

を
め
ぐ
る
動
き
を
材
料
に
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
現
代
中
国
に
お
け
る
国
家
と
宗
教
の
関
係
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
な
変
遷
を
辿
っ
て
き
た
。
一
九
九
〇
年
代
か

ら
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
に
発
表
さ
れ
た
研
究
の
多
く
は
、
国
家
と
宗
教
の
関
係
を
対
立
的
な
も
の
と
前
提
し
、
国
家
に
よ
る
宗
教
の
統
制

を
分
析
の
中
心
に
据
え
て
き
た
。
例
え
ば
ハ
ン
タ
ー
と
チ
ャ
ン
の
研
究
は
、
国
家
が
基
督
教
を
は
じ
め
と
す
る
宗
教
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
た
め
の
制
度
を
概
観
し
、
宗
教
の
管
理
を
担
当
す
る
各
機
関
（
党
中
央
統
一
戦
線
部
、
政
府
宗
教
事
務
局
、
三
自
委
員
会
、
公
安
部
）
の
関
係

を
描
き
出
し（
9
）た。
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
研
究
は
国
家
対
宗
教
と
い
う
単
純
な
二
元
論
を
前
提
し
た
も
の
と
し
て

批
判
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
足
羽
と
ワ
ン
ク
は
、
従
来
の
二
元
論
的
分
析
枠
組
は
国
家
―
宗
教
間
の
対
立
関
係
ば
か
り
に
焦
点
を
当
て

て
い
る
と
批
判
し
、
新
た
に
制
度
論
的
分
析
枠
組
を
提
起
し
た
。
彼
ら
の
言
う
制
度
論
的
分
析
枠
組
は
、
競
合
、
適
応
、
協
力
を
も
含
む

国
家
―
宗
教
間
の
複
雑
な
関
係
に
着
目
す
る
と
同
時
に
、
よ
り
多
様
な
ア
ク
タ
ー
を
分
析
対
象
に
組
み
入
れ
）
10
（
る
。
こ
の
よ
う
な
視
角
を
意

識
し
て
現
代
中
国
の
政
教
関
係
を
論
じ
た
最
新
の
研
究
に
、
ケ
ー
セ
ル
の
著
作
が
あ
る
。
彼
女
は
合
理
的
選
択
論
の
立
場
か
ら
中
国
宗
教

に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
権
威
主
義
体
制
下
の
中
国
宗
教
が
自
身
の
生
き
残
り
の
た
め
に
地
元
政
府
と
互
恵
・
協
力
の
関
係
を
取
り
結
ん
で
い

る
実
態
を
描
き
出
し
）
11
（

た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
国
家
―
宗
教
関
係
を
扱
う
こ
れ
ら
の
研
究
は
依
然
と
し
て
以
下
の
限
界
を
抱
え
て
い
る
。
第
一
に
、
宗
教
管
理
を
特

徴
づ
け
る
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
構
造
の
重
層
性
（
中
央
―
地
方
―
基
層
の
関
係
）
に
着
目
し
た
分
析
は
未
だ
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。
第

二
に
、
国
家
と
宗
教
の
関
係
を
論
じ
る
に
あ
た
り
、
結
局
、
対
立
か
協
力
か
と
い
う
単
純
な
視
角
に
陥
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。

　
本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
一
九
九
〇
年
代
の
基
督
教
管
理
政
策
で
あ
る
。
同
時
代
の
国
家
―
基
督
教
関
係
を
論
じ
た
先
行
研
究
と
し

て
は
、
邢
福
増
の
研
究
が
あ
る
。
彼
は
、
政
治
体
制
論
や
政
教
関
係
論
の
視
角
か
ら
、
基
督
教
へ
の
管
理
が
強
化
さ
れ
た
背
景
と
過
程
を
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論
じ
た
。
し
か
し
、
彼
の
研
究
も
ま
た
、
上
記
二
点
に
お
い
て
限
界
を
抱
え
て
い
る
。
特
に
そ
れ
は
、
同
時
代
の
基
督
教
管
理
の
上
で
の

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で
あ
る
丁
光
訓
（
三
自
委
員
会
主
席
（
一
九
九
七
年
か
ら
は
名
誉
主
席
）、
金
陵
協
和
神
学
院
院
長
）
の
描
き
方
に
表
れ
る
。
邢
は

対
立
／
協
力
と
い
う
ダ
イ
コ
ト
ミ
ー
に
陥
る
あ
ま
り
、
丁
光
訓
が
持
つ
政
府
の
協
力
者
と
し
て
の
側
面
ば
か
り
に
評
価
の
重
点
を
置
い
）
12
（
た
。

だ
が
本
文
で
見
る
よ
う
に
、
丁
光
訓
は
確
か
に
政
府
に
協
力
す
る
言
論
を
展
開
し
た
が
、
同
時
に
彼
は
、
公
の
場
で
信
仰
を
持
つ
教
徒
の

側
に
立
っ
た
意
見
を
も
述
べ
て
い
た
。
彼
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
宗
教
界
の
リ
ー
ダ
ー
の
一
部
は
、
文
化
大
革
命
（
以
下
、
文
革
）
で
の

過
酷
な
経
験
を
有
す
る
た
め
に
国
家
に
よ
る
宗
教
の
管
理
に
敏
感
で
あ
り
、
宗
教
活
動
の
現
場
で
起
き
て
い
る
行
き
過
ぎ
た
管
理
や
統
制

に
不
満
を
漏
ら
し
、
国
家
に
対
し
て
改
善
を
訴
え
て
き
）
13
（

た
。
丁
光
訓
と
い
う
一
人
の
宗
教
者
の
中
に
、
対
立
と
協
力
の
姿
勢
が
同
居
し
て

い
た
と
言
え
る
。
こ
う
し
た
人
物
、
お
よ
び
彼
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
三
自
委
員
会
が
存
在
し
て
い
た
中
で
、
な
ぜ
基
督
教
に
対
す
る
管
理

が
九
〇
年
代
に
お
い
て
強
化
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
か
。
本
稿
は
、
足
羽
と
ワ
ン
ク
が
提
起
し
た
制
度
論
的
分
析
枠
組
を
一
部
参
考
に
し
つ

つ
、
中
国
の
基
督
教
管
理
制
度
に
お
け
る
重
層
的
な
ア
ク
タ
ー
間
の
関
係
や
、
各
ア
ク
タ
ー
に
観
察
さ
れ
る
複
雑
な
立
ち
位
置
や
行
動
に

着
目
し
な
が
ら
、
基
督
教
に
対
す
る
管
理
強
化
の
過
程
と
そ
の
帰
結
を
分
析
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
が
十
分
に
は
論
じ
て
こ

な
か
っ
た
、
基
督
教
へ
の
管
理
強
化
の
国
家
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
た
い
。

　
具
体
的
に
は
、
次
の
手
順
で
分
析
を
行
う
。
本
章
に
続
く
第
二
章
で
は
、
天
安
門
事
件
以
降
に
党
中
央
が
宗
教
管
理
を
強
化
す
る
方
向

に
動
い
た
背
景
を
、
対
基
督
教
管
理
を
中
心
に
整
理
す
る
。
第
三
章
で
は
、
管
理
強
化
が
実
際
に
ど
の
よ
う
な
方
法
で
行
わ
れ
た
の
か
に

つ
い
て
、
特
に
地
方
政
府
の
行
動
に
焦
点
を
当
て
て
論
じ
る
。
第
四
章
で
は
、
党
・
政
府
に
よ
る
管
理
強
化
に
対
し
、
三
自
委
員
会
が
両

義
的
な
反
応
を
示
し
た
こ
と
を
論
じ
る
。
基
層
の
教
会
へ
の
政
府
の
厳
し
い
管
理
に
対
し
、
信
徒
を
代
表
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
三
自

委
員
会
の
中
央
の
役
員
た
ち
は
、
過
剰
な
管
理
の
問
題
の
本
質
を
見
抜
き
、
そ
れ
を
党
中
央
リ
ー
ダ
ー
層
に
進
言
し
て
い
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
役
員
た
ち
は
当
時
、
中
国
基
督
教
界
が
抱
え
る
神
学
的
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
管
理
の
緩
和
と
は
逆
の
性
質
を
持
つ
神
学
思

想
建
設
運
動
を
進
め
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
神
学
思
想
建
設
運
動
の
背
景
や
過
程
を
分
析
し
な
が
ら
、
三
自
委
員
会
中
央
の
役
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員
た
ち
、
な
か
で
も
丁
光
訓
が
、
管
理
の
緩
和
を
求
め
る
信
徒
た
ち
の
意
見
と
神
学
思
想
建
設
運
動
を
推
進
す
る
立
場
と
の
間
に
引
き
裂

か
れ
て
い
た
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
第
五
章
で
は
そ
れ
ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
基
督
教
を
体
制
に
包
摂
す
る
た
め
の
コ
ー
ポ
ラ

テ
ィ
ズ
ム
的
制
度
が
有
し
て
い
る
問
題
点
を
指
摘
す
る
。

　
本
稿
が
主
に
使
用
す
る
資
料
は
次
の
三
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
第
一
に
、
宗
教
政
策
を
担
当
す
る
党
の
部
署
で
あ
る
統
一
戦
線
工
作
部

（
以
下
、
統
戦
部
）
や
政
府
の
部
門
で
あ
る
宗
教
事
務
局
（
宗
教
局
）
等
が
発
出
す
る
政
策
文
書
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
一
般
に
は
公
開
さ

れ
て
い
な
い
内
部
文
書
も
含
ま
れ
る
。
第
二
に
、
三
自
委
員
会
が
出
版
、
公
刊
す
る
資
料
集
や
雑
誌
で
あ
る
。『
中
国
基
督
教
三
自
愛
国

運
動
文
選
』
や
、
三
自
委
員
会
中
央
発
行
の
『
天
風
』、
同
委
員
会
傘
下
の
金
陵
協
和
神
学
院
発
行
の
『
金
陵
神
学
誌
』
な
ど
が
こ
れ
に

あ
た
る
。
第
三
に
、
香
港
の
基
督
教
団
体
の
刊
行
物
で
あ
る
。『
橋

―
中
国
教
会
動
態
』
は
、
元
来
大
陸
で
活
動
し
て
い
た
宣
教
師
ら

に
よ
っ
て
一
九
五
七
年
に
香
港
で
組
織
さ
れ
た
基
督
教
中
国
宗
教
文
化
研
究
）
14
（

社
が
発
行
し
て
い
た
雑
誌
で
、
中
国
各
地
の
教
会
の
状
況
を

伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

二
　
管
理
強
化
の
背
景
と
目
的

　
文
革
終
結
後
の
党
は
、
そ
れ
ま
で
の
宗
教
へ
の
抑
圧
を
大
き
く
緩
和
し
、
宗
教
活
動
を
一
定
の
枠
内
で
認
め
る
方
向
へ
と
舵
を
切
っ
た
。

党
と
し
て
は
、
抑
圧
的
政
策
に
よ
り
地
下
へ
潜
っ
た
宗
教
活
動
を
地
上
に
出
し
て
管
理
し
や
す
く
す
る
と
い
う
目
論
見
が
あ
っ
た
）
15
（

が
、
宗

教
政
策
の
緩
和
は
ま
た
、
党
が
予
想
す
る
以
上
の
信
徒
の
増
加
、
さ
ら
に
は
新
た
な
種
類
の
信
仰
集
団
の
出
現
と
い
う
事
態
を
生
じ
さ
せ

た
。
そ
の
た
め
、
党
は
天
安
門
事
件
以
降
、
宗
教
活
動
へ
の
管
理
・
統
制
を
強
化
す
る
方
向
へ
と
政
策
を
転
換
す
る
。
以
下
、
そ
の
背
景

を
詳
述
す
る
。

　
党
が
基
督
教
へ
の
管
理
・
統
制
を
強
化
し
て
い
っ
た
背
景
は
、
以
下
の
三
点
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
信
徒
数
の
増
加
、
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特
に
都
市
部
の
学
生
や
青
年
の
間
で
の
基
督
教
の
流
行
で
あ
る
。
八
〇
年
代
か
ら
始
ま
る
基
督
教
ブ
ー
ム
（
基
督
教
熱
）
に
お
い
て
、
信

徒
の
拡
大
が
見
ら
れ
た
の
は
主
に
農
村
部
お
よ
び
高
齢
者
層
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
九
〇
年
代
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
知
識
人
や
学
生
の
信

徒
が
増
加
し
て
い
っ
た
。
上
海
市
宗
教
局
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
知
識
人
や
青
年
は
一
九
八
六
年
か
ら
の
三
年
間
に
新
た
に
入
信
し
た
約
二

万
人
の
基
督
教
信
徒
の
約
四
分
の
一
を
占
め
、
中
に
は
大
学
教
授
や
医
師
、
作
家
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
大
学
生
が
多
く
含
ま
れ
て
い
）
16
（
た
。
同

時
期
の
瀋
陽
市
に
お
い
て
も
、
青
年
信
徒
の
数
は
一
九
八
〇
年
時
点
か
ら
倍
増
し
、
信
徒
（
六
千
人
）
の
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
ま

で
に
な
っ
）
17
（
た
。
一
九
九
〇
年
十
一
月
に
中
国
社
会
科
学
院
世
界
宗
教
研
究
所
等
が
主
催
し
た
「
わ
が
国
の
宗
教
の
現
状
の
評
価
と
分
析
」

と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
当
時
の
宗
教
信
徒
の
増
加
が
「
正
常
な
発
展
」
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
注
意
す
べ
き
「
大
発
展
」
で

あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
議
論
が
な
さ
れ
）
18
（
た
。

　
第
二
に
、
中
国
基
督
教
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
教
派
が
台
頭
な
い
し
復
活
し
、
さ
ら
に
は
新
た
に
「
邪
教
」
と
見
な
さ
れ
る
教
派
も
登

場
し
て
き
た
点
で
あ
る
。
八
〇
年
代
か
ら
の
宗
教
管
理
の
緩
和
を
受
け
て
、
基
督
教
に
お
い
て
は
地
下
で
信
仰
し
て
い
た
信
徒
が
公
に
信

仰
を
再
開
し
た
り
、
三
自
委
員
会
に
反
対
し
て
き
た
教
派
が
活
動
環
境
を
得
る
た
め
に
三
自
委
員
会
系
の
教
会
に
入
っ
た
り
し
）
19
（

た
。
ま
た
、

三
自
委
員
会
系
教
会
内
に
お
い
て
も
、
五
〇
年
代
に
と
ら
れ
て
い
た
「
連
合
礼
拝
」（
各
教
派
で
異
な
る
礼
拝
形
式
を
三
自
委
員
会
内
で
統
一
し

た
こ
と
）
が
緩
和
さ
れ
、
か
つ
て
の
教
派
ご
と
の
礼
拝
や
典
礼
の
様
式
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
教
会
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
様
式
の
礼

拝
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
湖
南
省
醴
陵
市
の
三
自
委
員
会
系
教
会
の
中
で
は
、
真
耶
蘇
教
会
と
い
う
教
派
の
教
会
が
信

徒
数
を
増
や
し
て
い
っ
）
20
（

た
。
真
耶
蘇
教
会
と
は
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
派
の
流
れ
を
汲
む
教
派
で
、
土
曜
日
を
安
息
日
と
す
る
な
ど
の
特
徴
を
持

つ
。
当
教
派
は
、
五
〇
年
代
前
半
に
は
、
共
産
党
が
自
身
に
近
い
キ
リ
ス
ト
者
呉
耀
宗
ら
に
作
成
さ
せ
た
「
新
中
国
建
設
に
お
け
る
中
国

基
督
教
の
努
力
す
べ
き
道
」（「
革
新
宣
言
」）
に
署
名
し
、
三
自
委
員
会
に
加
入
し
）
21
（
た
。
し
か
し
反
右
派
闘
争
が
始
ま
っ
た
一
九
五
七
年
以

降
は
、
彼
ら
の
信
仰
様
式
が
「
反
動
的
」
と
さ
れ
て
リ
ー
ダ
ー
ら
が
逮
捕
さ
れ
て
い
き
、
信
徒
た
ち
は
連
合
礼
拝
へ
統
合
さ
れ
る
か
、
地

下
へ
潜
っ
て
い
っ
）
22
（
た
。
そ
れ
が
八
〇
年
代
に
入
り
宗
教
政
策
の
緩
和
を
迎
え
る
と
、
真
耶
蘇
教
会
の
信
仰
様
式
が
各
地
で
徐
々
に
復
活
し
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て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
特
に
河
南
省
や
安
徽
省
の
農
村
部
で
は
、
一
部
の
信
仰
集
団
が
基
督
教
の
カ
リ
ス
マ
主
義
的
教
義
と
土
着

の
道
教
や
民
間
信
仰
を
混
合
さ
せ
た
教
義
を
説
き
、
布
教
活
動
を
進
め
る
動
き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
）
23
（

た
。
例
え
ば
河
南
省
で
は
、
後

に
政
府
が
「
邪
教
」
と
認
定
す
る
「
全
範
囲
教
会
」
や
「
東
方
閃
電
」
と
呼
ば
れ
る
信
仰
集
団
が
八
〇
年
代
中
盤
以
降
興
り
、
全
国
各
地

で
活
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
信
仰
集
団
は
九
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
も
存
在
が
報
告
さ
れ
）
24
（
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て

李
鵬
（
国
務
院
総
理
）
は
一
九
九
〇
年
十
二
月
の
全
国
宗
教
工
作
会
議
（
後
述
）
に
お
い
て
、
教
派
を
異
に
す
る
大
衆
の
間
で
あ
っ
て
も

政
治
的
、
経
済
的
な
根
本
利
益
の
一
致
を
基
礎
に
団
結
で
き
る
こ
と
を
説
き
、
信
徒
た
ち
の
愛
国
宗
教
団
体
へ
の
結
集
を
訴
え
）
25
（
た
。

　
第
三
に
、
ソ
連
や
東
欧
で
の
体
制
転
換
の
動
き
で
あ
る
。
特
に
党
の
保
守
派
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
は
、
八
〇
年
代
初
頭
か
ら
東
欧
の
反
体
制

運
動
に
お
け
る
宗
教
の
存
在
を
感
知
し
て
い
た
。
一
九
八
〇
年
七
月
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
自
主
労
組
「
連
帯
」
が
結
成
さ
れ
労
働
運
動
が
展

開
さ
れ
て
い
く
が
、
そ
の
過
程
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
影
響
力
に
党
指
導
者
た
ち
は
衝
撃
を
受
け
た
。
胡
喬
木
（
党
中
央
書
記
処

書
記
）
は
胡
耀
邦
（
党
中
央
政
治
局
常
務
委
員
、
党
中
央
書
記
処
総
書
記
）
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
、
宗
教
が
重
大
な
政
治
問
題
に
転
換
し
う

る
こ
と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
自
分
た
ち
が
こ
れ
ま
で
宗
教
の
問
題
を
軽
視
し
て
き
た
こ
と
へ
の
反
省
を
記
し
）
26
（

た
。
後
述
す
る
よ
う
に

胡
喬
木
は
そ
の
後
、
中
国
社
会
科
学
院
院
長
と
し
て
宗
教
研
究
の
強
化
を
指
示
し
て
い
っ
た
。
ま
た
一
九
九
〇
年
四
月
、
党
の
元
老
陳
雲

（
党
中
央
顧
問
委
員
会
主
任
）
は
、
江
沢
民
（
党
中
央
総
書
記
）
へ
の
書
簡
の
中
で
、
ソ
連
や
東
欧
で
の
共
産
党
政
権
の
崩
壊
に
お
い
て
反
革

命
勢
力
が
宗
教
を
利
用
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
当
書
簡
は
党
上
層
部
に
転
送
さ
れ
、
宗
教
に
対
す
る
重
視
と
警
戒
が
要

請
さ
れ
て
い
っ
）
27
（

た
。

　
一
九
九
〇
年
十
二
月
、
江
沢
民
や
李
鵬
な
ど
の
臨
席
の
下
、
全
国
宗
教
工
作
会
議
が
開
催
さ
れ
、
今
後
の
宗
教
政
策
の
方
針
が
話
し
合

わ
れ
た
。
党
・
政
府
の
最
高
指
導
者
が
宗
教
工
作
の
会
議
に
参
加
し
た
の
は
初
め
て
で
あ
り
、
宗
教
政
策
に
対
す
る
党
指
導
部
の
危
機
意

識
の
高
ま
り
が
推
察
さ
れ
る
。
そ
し
て
翌
一
九
九
一
年
二
月
、
党
中
央
と
国
務
院
は
「
宗
教
工
作
を
よ
り
着
実
に
行
う
上
で
の
若
干
の
問

題
に
つ
い
て
の
通
知
」（「
六
号
文
件
」
の
名
で
知
ら
れ
る
。
以
下
、「
六
号
文
件
」）
を
発
出
し
た
。「
六
号
文
件
」
で
は
、
特
に
以
下
の
二
点
が
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示
さ
れ
た
。
第
一
に
、「
法
に
依
拠
し
て
宗
教
事
務
へ
の
管
理
を
行
う
」
と
い
う
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
党
は
こ
こ
で
、
宗
教
活
動
に
対

し
管
理
・
統
制
を
強
化
す
る
方
針
を
確
認
し
た
の
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
原
則
と
し
て
県
級
政
府
に
ま
で
宗
教
事
務
部
門
（
宗
教
局
）
を

設
置
す
る
と
い
う
目
標
が
掲
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
県
級
政
府
に
宗
教
政
策
を
担
当
す
る
幹
部
が
配
置
さ
れ
て
い
く
こ
と
と

な
っ
）
28
（
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
天
安
門
事
件
以
降
、
党
の
宗
教
政
策
は
、
国
内
政
治
秩
序
や
社
会
秩
序
の
不
安
定
要
素
に
な
り
う
る
宗
教
へ
の
警
戒

を
強
め
、
緩
和
か
ら
抑
制
へ
と
変
化
し
た
。

三
　
管
理
強
化
の
方
法
と
実
態

　
本
章
で
は
、
基
督
教
に
対
す
る
管
理
を
強
め
る
た
め
に
党
が
進
め
た
対
策
を
、
中
央
に
お
け
る
理
論
構
築
の
試
み
と
地
方
政
府
に
よ
る

取
り
締
ま
り
に
分
け
て
論
ず
る
。

㈠
　「
宗
教
と
社
会
主
義
社
会
の
相
互
適
応
」
と
宗
教
管
理
の
強
化

　
党
は
ま
ず
、
八
〇
年
代
か
ら
の
宗
教
活
動
管
理
の
緩
和
の
方
針
に
一
定
の
枠
を
は
め
る
た
め
の
理
論
を
考
案
し
た
。
そ
の
際
に
用
い
ら

れ
た
文
言
が
、「
宗
教
と
社
会
主
義
社
会
の
相
互
適
応
」
で
あ
る
。

　「
宗
教
と
社
会
主
義
社
会
の
相
互
適
応
」
と
い
う
文
言
を
党
内
で
最
初
に
提
起
し
た
の
は
李
維
漢
（
党
中
央
顧
問
委
員
会
副
主
任
、
一
九
四

八
年
か
ら
六
四
年
ま
で
党
中
央
統
戦
部
長
）
と
さ
れ
る
。
八
〇
年
代
初
頭
、
党
中
央
書
記
処
が
宗
教
工
作
の
方
針
を
示
す
「
わ
が
国
の
社
会

主
義
時
期
の
宗
教
問
題
に
関
す
る
基
本
観
点
と
基
本
政
策
」（「
一
九
号
文
件
」
の
名
で
知
ら
れ
る
。
以
下
、「
一
九
号
文
件
」）
を
起
草
し
た
際
、

李
維
漢
は
宗
教
と
社
会
主
義
社
会
は
相
互
に
適
応
す
べ
き
で
あ
る
と
コ
メ
ン
ト
し
）
29
（

た
。
そ
れ
以
降
、「
宗
教
と
社
会
主
義
社
会
の
相
互
適
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応
」
と
い
う
文
言
は
、
李
維
漢
の
秘
書
を
歴
任
し
た
江
平
（
党
中
央
統
戦
部
顧
問
（
部
長
級
））
や
黄
鋳
（
元
党
中
央
統
戦
部
研
究
室
主
任
）
に

よ
っ
て
度
々
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
江
平
は
、
一
九
八
九
年
発
表
の
論
文
の
中
で
、「
宗
教
の
存
在
は
長
期
に
わ
た
る
の
で
、
宗

教
と
社
会
主
義
社
会
は
相
互
に
適
応
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
、
そ
の
た
め
に
は
「
愛
国
愛
教
の
宗
教
界
人
士
に
真
剣
に
研
究
し
て
も
ら

い
、
宗
教
の
中
の
優
良
で
プ
ラ
ス
の
側
面
を
持
つ
も
の
、
す
な
わ
ち
教
義
上
社
会
主
義
に
有
利
な
解
釈
を
発
揚
し
、
社
会
主
義
に
不
利
で

マ
イ
ナ
ス
な
も
の
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
）
30
（

た
。
こ
こ
に
は
、
党
の
宗
教
に
対
す
る
次
の
二
つ
の
考
え
が
表
れ
て
い
る
。

第
一
に
、
党
は
前
提
と
し
て
、
宗
教
が
社
会
主
義
社
会
に
お
い
て
も
長
期
に
わ
た
っ
て
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

党
は
文
革
で
の
経
験
を
通
じ
て
、
宗
教
を
人
為
的
に
消
滅
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
そ
の
た
め
党
は
、
原
則
上

無
神
論
を
と
る
社
会
主
義
社
会
の
中
で
の
宗
教
の
存
在
を
可
能
に
す
る
た
め
の
論
理
を
必
要
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
そ
の
存

在
を
認
め
る
た
め
に
、
党
は
宗
教
側
に
一
定
の
条
件
を
提
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
中
国
の
各
宗
教
が
現
行
の
体
制
内
で
活
動

し
て
い
く
に
は
、
宗
教
界
は
自
身
の
宗
教
の
教
義
を
、
社
会
主
義
あ
る
い
は
党
・
政
府
側
が
提
示
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
親
和
的
に
解
釈

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
天
安
門
事
件
後
の
中
国
宗
教
は
、
党
・
政
府
側
が
提
示
す
る
「
宗
教
と
社
会
主
義
社
会
の
相
互
適

応
」
と
い
う
枠
組
（
以
下
、
相
互
適
応
論
）
の
中
で
の
活
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
そ
の
後
、
こ
の
相
互
適
応
論
は
徐
々
に
党
の
宗
教
政
策
に
お
け
る
公
式
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
し
て
い
っ
た
。
一
九
九
二

年
四
月
に
は
、
党
中
央
統
戦
部
の
「
九
十
年
代
統
一
戦
線
部
門
工
作
綱
要
」
に
相
互
適
応
論
が
記
載
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、「
宗
教
と
社

会
主
義
社
会
が
相
互
に
適
応
す
る
よ
う
に
積
極
的
に
導
く
」
こ
と
が
九
〇
年
代
に
お
け
る
宗
教
工
作
の
基
本
任
務
の
一
つ
と
さ
れ
）
31
（

た
。
一

九
九
三
年
十
一
月
に
開
催
さ
れ
た
第
一
八
回
全
国
統
一
戦
線
工
作
会
議
（
以
下
、
全
国
統
戦
工
作
会
議
）
で
は
、
江
沢
民
が
相
互
適
応
論
に

言
及
し
た
。
彼
は
「
民
族
と
宗
教
は
決
し
て
小
事
で
は
な
い
」
と
述
べ
た
う
え
で
、
宗
教
工
作
の
三
原
則
を
提
起
し
た
。
す
な
わ
ち
、
⑴

党
の
宗
教
政
策
の
執
行
を
正
し
く
、
全
面
的
に
や
り
遂
げ
る
、
⑵
法
に
基
づ
い
て
宗
教
事
務
に
対
す
る
管
理
を
強
化
す
る
、
⑶
宗
教
と
社

会
主
義
社
会
が
相
互
に
適
応
す
る
よ
う
に
積
極
的
に
導
く
、
の
三
点
で
あ
る
。
江
沢
民
は
第
三
の
原
則
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。
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「（
相
互
適
応
と
は
、）
宗
教
信
徒
に
有
神
論
思
想
や
宗
教
信
仰
の
放
棄
を
要
求
す
る
の
で
は
な
く
、
彼
ら
に
政
治
上
祖
国
を
熱
愛
し
、
社
会

主
義
制
度
を
擁
護
し
、
共
産
党
の
指
導
を
擁
護
す
る
よ
う
要
求
す
る
こ
と
で
あ
る
。
同
時
に
、
社
会
主
義
に
適
応
し
な
い
宗
教
制
度
や
宗

教
教
条
を
改
革
し
、
宗
教
教
義
や
宗
教
教
則
、
宗
教
道
徳
に
お
け
る
プ
ラ
ス
の
要
素
を
利
用
し
て
社
会
主
義
に
奉
仕
さ
せ
る
こ
と
で

あ
）
32
（
る
」。
こ
こ
か
ら
は
、
宗
教
を
体
制
の
た
め
に
利
用
し
よ
う
と
す
る
党
の
姿
勢
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
相
互
適
応
論
の
議
論
は
、
八
〇
年
代
に
お
い
て
異
な
る
様
相
を
見
せ
て
い
た
。
八
〇
年
代
中
頃
か
ら
、
上
海
社
会
科

学
院
宗
教
研
究
所
の
研
究
者
を
中
心
と
す
る
者
た
ち
が
、
胡
喬
木
（
中
国
社
会
科
学
院
院
長
）
の
指
示
を
受
け
て
、「
わ
が
国
の
社
会
主
義

時
期
に
お
け
る
宗
教
問
題
」
と
い
う
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
着
手
し
、
社
会
主
義
社
会
に
お
け
る
宗
教
存
続
の
原
因
や
、
宗
教
が
同
社
会

に
お
い
て
果
た
す
べ
き
役
割
な
ど
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
）
33
（
た
。
彼
ら
の
研
究
活
動
の
最
大
の
意
義
は
、
理
論
研
究
を
通
じ
て
「
宗
教
は
人

民
の
ア
ヘ
ン
で
あ
る
」
と
す
る
従
来
の
支
配
的
見
方
を
払
拭
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
研
究
成
果
を
出
版
す
る
に
あ
た
り
、「
宗
教

と
社
会
主
義
社
会
の
相
互
協
調
」
と
い
う
文
言
を
提
示
し
た
。
彼
ら
の
言
う
相
互
協
調
は
、
宗
教
側
、
党
・
政
府
側
の
双
方
が
と
も
に
一

定
の
条
件
を
満
た
し
て
は
じ
め
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
ず
宗
教
側
に
は
、
愛
国
的
で
法
律
を
守
り
、
社
会
公
益
事
業
へ
の
従
事

な
ど
を
通
じ
て
全
国
人
民
と
と
も
に
社
会
主
義
社
会
の
発
展
に
積
極
的
に
努
力
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
そ
し
て
党
・
政
府
の
側
に
は
、
宗

教
信
仰
自
由
政
策
を
き
ち
ん
と
実
行
し
、
公
民
の
宗
教
信
仰
の
自
由
の
権
利
を
き
ち
ん
と
保
障
し
て
、
宗
教
に
正
し
く
向
き
合
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
当
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
構
成
員
た
ち
は
、
宗
教
と
社
会
主
義
を
共
存
さ
せ
る
た
め
に
、
宗
教
、
党
・
政
府

の
双
方
に
守
る
べ
き
条
件
を
課
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
彼
ら
が
書
籍
の
中
で
相
互
協
調
の
「
双
方
向
性
」、
す
な
わ

ち
宗
教
側
と
党
・
政
府
側
の
両
者
が
条
件
を
負
っ
て
い
る
こ
と
を
何
度
も
強
調
し
て
い
る
こ
と
で
あ
）
34
（

る
。
こ
れ
に
対
し
、
九
〇
年
代
以
降

党
中
央
が
相
互
協
調
の
議
論
を
参
考
に
し
て
採
用
し
た
相
互
適
応
論
で
は
、
宗
教
側
の
義
務
の
み
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は

や
は
り
、
天
安
門
事
件
を
機
に
宗
教
に
対
す
る
管
理
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
八
〇
年
代
に
お
い
て
は
、
相
互
協
調
の
議
論
の
他
に
、

宗
教
法
制
定
の
議
論
や
条
文
の
起
草
工
作
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
作
業
は
党
中
央
か
ら
の
宗
教
管
理
強
化
の
要
請
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に
よ
り
、
一
九
九
〇
年
六
月
に
路
線
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
全
国
レ
ベ
ル
の
法
律
を
制
定
す
る
の
で
は
な
く
、
地
方
ご

と
に
当
地
の
実
状
に
合
っ
た
行
政
条
例
を
制
定
し
て
い
き
、
そ
れ
を
積
み
上
げ
て
い
く
と
い
う
方
針
に
変
更
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
宗

教
法
起
草
の
過
程
で
起
き
て
い
た
宗
教
信
仰
者
の
権
利
な
ど
の
議
論
は
吹
き
飛
ん
）
35
（
だ
。
こ
の
風
潮
の
中
で
、
相
互
協
調
の
議
論
お
よ
び
相

互
適
応
論
に
対
し
て
も
党
内
か
ら
批
判
や
疑
念
が
出
た
が
、
黄
鋳
は
「
九
十
年
代
統
一
戦
線
部
門
工
作
綱
要
」
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
一

九
九
二
年
二
月
の
全
国
統
戦
部
長
会
議
で
、
相
互
適
応
論
は
あ
く
ま
で
宗
教
と
社
会
主
義
体
制
の
適
応
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
統
治
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
社
会
主
義
思
想
に
変
更
を
加
え
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
主
張
し
）
36
（
た
。
こ
う
し
た
過
程
を
経
て
、
相
互
適
応
論
は
宗

教
に
対
し
て
妥
協
的
で
は
な
い
も
の
と
し
て
党
・
政
府
に
採
用
さ
れ
、
八
〇
年
代
の
相
互
協
調
の
議
論
の
観
点
は
薄
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

㈡
　
家
庭
教
会
の
一
律
取
り
締
ま
り

　
上
述
の
よ
う
に
、
宗
教
政
策
の
理
論
化
の
過
程
で
、
宗
教
管
理
の
強
化
の
姿
勢
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
一
方
で
党
中
央
は
、
宗

教
へ
の
管
理
を
進
め
る
に
あ
た
り
、「
正
常
な
宗
教
活
動
や
宗
教
団
体
の
内
部
事
務
に
は
干
渉
し
な
い
」
こ
と
を
「
六
号
文
件
」
で
言
明

し
）
37
（

た
。
こ
れ
は
一
九
八
二
年
の
「
一
九
号
文
件
」
で
も
確
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
党
は
基
本
的
に
は
、
党
・
政
府
と
信
徒
の
間
に
あ
る

三
自
委
員
会
が
両
者
の
架
け
橋
に
な
る
こ
と
に
引
き
続
き
期
待
を
か
け
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
観
点
は
地
方
で
の
政
策
執
行
の
段

階
に
な
る
と
か
き
消
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　
ま
ず
、
い
わ
ゆ
る
家
庭
教
会
の
一
律
取
り
締
ま
り
の
動
き
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
家
庭
教
会
は
、
⑴
三
自
委
員
会
に
属
さ
な
い
教
会
や

集
会
、
⑵
本
来
三
自
委
員
会
系
の
教
会
に
通
う
信
徒
が
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
教
会
へ
行
け
な
い
場
合
に
家
庭
な
ど
で
開
く
集
会
の
二
者
を

含
む
。
後
者
に
つ
い
て
党
中
央
は
、
教
会
の
数
が
増
大
す
る
信
徒
数
に
追
い
つ
い
て
い
な
い
実
状
等
に
鑑
み
、
一
定
の
責
任
者
が
い
る
家

庭
で
の
集
会
は
許
容
す
る
方
針
を
と
っ
て
き
）
38
（

た
。
し
か
し
、
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
地
方
で
は
こ
う
し
た
家
庭
で
の
集
会
に
も
取
り
締
ま

り
の
手
が
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
江
西
省
南
昌
市
の
あ
る
郷
で
は
、
託
児
所
で
礼
拝
等
を
行
っ
て
い
た
信
徒
た
ち
が
郷
政
府
に
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身
柄
を
取
り
押
さ
え
ら
れ
、
さ
ら
に
信
徒
の
家
族
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
党
幹
部
の
党
籍
が
剝
奪
さ
れ
た
。
こ
の
信
徒
た
ち
は
も
と
も
と

市
内
の
教
会
に
通
っ
て
い
た
の
だ
が
、
交
通
が
不
便
で
あ
る
た
め
に
郷
の
託
児
所
を
間
借
り
し
て
集
会
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
郷
の

党
幹
部
は
許
容
と
い
う
従
来
の
方
針
か
ら
一
転
し
、
彼
ら
の
行
動
を
「
迷
信
活
動
」
と
判
断
し
て
取
り
締
ま
り
に
踏
み
切
っ
た
の
で

あ
っ
）
39
（
た
。
ま
た
、
雲
南
省
昆
明
市
官
渡
区
政
府
の
民
族
宗
教
事
務
科
は
、
一
九
九
二
年
四
月
に
「
わ
が
区
の
基
督
教
活
動
に
お
け
る
い
く

つ
か
の
突
出
し
た
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
意
見
」
を
発
出
し
た
。
同
意
見
は
、
当
年
の
宗
教
工
作
の
重
点
を
基
督
教
の
自
由

伝
道
者
（
複
数
の
教
会
や
行
政
単
位
を
跨
い
で
伝
道
を
行
う
者
）、
信
徒
数
の
み
だ
り
な
増
加
、
私
設
の
家
庭
集
会
の
三
つ
の
問
題
の
解
決
に

置
く
と
し
、
私
設
の
家
庭
集
会
は
一
切
認
め
な
い
こ
と
と
し
）
40
（

た
。
同
様
の
方
針
は
他
の
地
方
で
も
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
動
き
は
、
三
自
委
員
会
の
役
員
ら
に
よ
っ
て
も
報
告
さ
れ
た
。
丁
光
訓
は
、
一
九
九
〇
年
八
月
の
中
国
基
督
教
三
自
愛
国
運

動
委
員
会
第
四
期
お
よ
び
中
国
基
督
教
協
会
第
二
期
常
務
委
員
会
第
二
回
全
体
委
員
会
（
拡
大
）
会
議
（
以
下
、
中
国
三
自
委
員
会
九
〇
年

八
月
全
会
）
で
、
現
在
い
く
つ
か
の
地
方
に
お
い
て
政
府
関
係
部
門
が
家
庭
教
会
を
一
律
に
取
り
締
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、「（
家

庭
教
会
の
）
一
律
的
取
り
締
ま
り
は
安
定
に
危
害
を
加
え
る
も
の
で
、
国
家
、
社
会
、
教
会
の
い
ず
れ
に
も
不
利
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

丁
光
訓
か
ら
す
れ
ば
、
三
自
委
員
会
系
の
教
会
に
通
う
信
徒
と
同
様
に
キ
リ
ス
ト
の
肢
体
で
あ
る
家
庭
教
会
の
信
徒
た
ち
を
取
り
締
ま
る

こ
と
は
承
服
で
き
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
取
り
締
ま
り
は
信
徒
た
ち
の
三
自
委
員
会
に
対
す
る
印
象
を
損
な
い
得
る
も
の
で
あ
り
、

三
自
の
下
に
国
内
の
信
徒
を
団
結
さ
せ
る
と
い
う
政
府
の
意
向
の
実
現
に
も
不
利
に
働
く
と
訴
え
）
41
（
た
。
一
九
九
〇
年
十
一
月
の
「
わ
が
国

の
宗
教
の
現
状
の
評
価
と
分
析
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
汪
維
藩
（
金
陵
協
和
神
学
院
教
務
長
）
が
、
三
自
委
員
会
の
批
准
を
受
け
て
い
な

い
教
会
を
一
律
に
「
地
下
勢
力
の
違
法
な
集
会
」
と
見
な
し
た
取
り
締
ま
り
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
、
地
方
に
お
け
る
行
き
過

ぎ
た
取
り
締
ま
り
を
批
判
し
）
42
（
た
。

　
地
方
で
厳
し
い
取
り
締
ま
り
が
行
わ
れ
た
背
景
の
一
つ
に
は
、
基
督
教
の
教
派
の
乱
立
や
成
長
へ
の
強
い
恐
れ
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
中
国
三
自
委
員
会
九
〇
年
八
月
全
会
に
出
席
し
た
宛
耀
賓
（
国
務
院
宗
教
事
務
局
副
局
長
）
は
、
近
年
基
督
教
界
で
見
ら
れ
る
さ
ま
ざ
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ま
な
教
派
の
台
頭
に
関
し
、
各
教
派
の
歴
史
や
伝
統
を
相
互
に
尊
重
す
べ
き
旨
を
示
し
た
一
方
で
、
す
べ
て
の
基
督
教
信
徒
は
三
自
愛
国

の
方
針
を
堅
持
し
、
い
か
な
る
教
派
も
全
国
性
な
い
し
地
方
性
の
組
織
を
再
開
、
設
立
し
て
は
な
ら
な
い
と
言
明
し
た
。
さ
ら
に
彼
は
、

「
団
結
は
す
な
わ
ち
進
歩
で
あ
り
、
前
途
洋
々
た
る
も
の
で
あ
る
。
分
裂
は
す
な
わ
ち
後
退
で
あ
り
、
活
路
も
な
い
」
と
述
べ
）
43
（
た
。
こ
う

し
た
言
動
か
ら
、
党
は
基
督
教
内
に
三
自
委
員
会
以
外
の
教
派
組
織
が
で
き
る
こ
と
を
強
く
警
戒
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
う
し
た

認
識
が
下
級
政
府
へ
と
伝
達
さ
れ
、
そ
れ
が
各
地
で
の
信
徒
の
増
大
や
家
庭
教
会
の
増
加
の
現
状
と
あ
い
ま
っ
て
、
地
方
で
の
厳
し
い
宗

教
管
理
・
統
制
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
当
時
の
郷
政
府
や
区
政
府
と
い
っ
た
最
末
端
の
政
府
機
関
は
、
前
節
で
触
れ
た

宗
教
法
立
法
工
作
の
方
針
転
換
を
受
け
て
、
宗
教
活
動
の
管
理
や
取
り
締
ま
り
の
た
め
の
法
規
や
条
例
を
容
易
に
制
定
で
き
る
環
境
に
も

あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
よ
り
下
級
の
政
府
が
宗
教
の
管
理
や
取
り
締
ま
り
に
お
い
て
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
揮
で
き
る
状
況
が
出
来
上
が
っ

て
い
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
際
、「
六
号
文
件
」
に
あ
る
「
正
常
な
宗
教
活
動
や
宗
教
団
体
の
内
部
事
務
に
は
干
渉
し
な
い
」
と
い
う
姿
勢

が
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

㈢
　
教
会
人
事
へ
の
直
接
的
介
入

　
次
に
、
党
に
よ
る
三
自
委
員
会
や
教
会
の
人
事
へ
の
介
入
で
あ
る
。
こ
の
事
態
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
二
年
十
一
月
の
金
陵
協
和
神
学

院
創
立
四
〇
周
年
記
念
式
典
に
参
集
し
た
全
国
各
地
の
牧
師
た
ち
の
議
論
か
ら
、
そ
の
様
子
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
ら
は
、
各

自
の
教
会
が
直
面
し
て
い
る
困
難
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
そ
こ
で
ま
ず
提
起
さ
れ
た
の
が
、
地
方
政
府
の
宗
教
局
幹
部
に
よ
る
教
会
人

事
の
「
管
理
」
で
あ
っ
た
。
一
部
の
地
方
で
は
、
宗
教
局
幹
部
が
当
地
の
三
自
委
員
会
の
役
員
人
事
に
介
入
す
る
だ
け
で
な
く
、
教
務
主

任
な
ど
の
基
層
教
会
組
織
の
責
任
者
の
指
名
に
も
関
与
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
あ
る
神
学
校
卒
業
生
は
地
元
の
宗
教
局
幹
部
の
経
済
問
題

を
暴
露
し
た
た
め
に
当
幹
部
の
怒
り
を
買
い
、
二
年
間
当
地
の
教
会
で
奉
仕
を
で
き
な
い
よ
う
に
さ
れ
、
収
入
も
得
ら
れ
な
い
状
態
に
さ

れ
た
と
い
）
44
（
う
。
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こ
う
し
た
現
象
の
背
景
に
は
、
三
自
委
員
会
の
制
度
が
牧
師
の
任
用
の
面
で
抱
え
る
問
題
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
古
く
か
ら
地
方
三

自
委
員
会
の
役
員
に
就
い
て
い
る
牧
師
た
ち
が
一
種
の
既
得
権
益
者
と
な
り
、
当
地
の
宗
教
局
幹
部
と
結
託
し
て
そ
の
権
益
を
守
ろ
う
と

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
）
45
（
る
。
こ
の
た
め
、
地
方
三
自
委
員
会
で
役
職
を
持
つ
牧
師
は
、
牧
師
の
職
を
引
退
し
て
神
学
校
を
卒
業
し
た

ば
か
り
の
若
い
世
代
に
そ
れ
を
譲
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
。
地
方
三
自
委
員
会
お
よ
び
傘
下
の
教
会
に
お
い
て
世
代
交
代
が
進
ま
な
い
問
題

は
、
八
〇
年
代
後
半
か
ら
三
自
委
員
会
中
央
や
党
・
政
府
も
認
識
し
て
お
り
、
解
決
の
必
要
を
訴
え
て
き
た
。
党
中
央
と
し
て
は
、
一
九

八
〇
年
代
後
半
に
お
い
て
七
〇
歳
を
超
え
て
い
た
丁
光
訓
お
よ
び
彼
と
同
世
代
の
三
自
委
員
会
リ
ー
ダ
ー
層
が
引
退
し
た
後
の
こ
と
を
憂

慮
し
て
い
た
。
丁
光
訓
と
同
様
に
政
府
と
の
強
い
パ
イ
プ
を
持
ち
、
信
徒
た
ち
に
も
一
定
程
度
認
知
さ
れ
る
リ
ー
ダ
ー
を
早
い
う
ち
に
育

成
す
る
こ
と
を
党
中
央
は
望
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
は
老
牧
師
ら
の
利
益
に
直
結
す
る
問
題
で
あ
る
だ
け
に
解
決
は
困
難
で

あ
っ
た
。
こ
の
頃
の
地
方
三
自
委
員
会
役
員
ら
の
年
齢
構
成
が
窺
え
る
資
料
と
し
て
、
一
九
九
一
年
十
二
月
末
の
中
国
基
督
教
第
五
回
全

国
会
議
の
際
に
公
表
さ
れ
た
、
同
会
議
に
出
席
す
る
代
表
の
年
齢
構
成
デ
ー
タ
が
あ
る
。
同
会
議
に
は
、
全
国
各
地
の
地
方
三
自
委
員
会

か
ら
選
出
さ
れ
た
代
表
が
出
席
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
同
会
議
の
全
代
表
二
八
六
名
の
う
ち
、
五
〇
歳
以
下
が
七
三
名
（
二
五
・
五

パ
ー
セ
ン
ト
）、
五
一
歳
か
ら
六
五
歳
が
七
八
名
（
二
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
）、
六
六
歳
以
上
が
一
三
五
名
（
四
七
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
、
平

均
年
齢
は
五
九
歳
だ
っ
た
。
こ
の
平
均
年
齢
は
五
年
前
の
第
四
回
全
国
会
議
代
表
の
平
均
年
齢
を
七
歳
下
回
る
も
の
だ
っ
）
46
（

た
。
こ
の
平
均

年
齢
の
低
下
を
見
る
と
、
地
方
三
自
委
員
会
役
員
の
若
返
り
は
一
定
程
度
進
展
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
三
自
委
員
会
自
身
が
事

前
に
定
め
て
い
た
目
標
を
必
ず
し
も
達
成
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
第
五
回
全
国
会
議
に
先
立
っ
て
開
か
れ
た
中
国
三
自
委
員
会
九
〇

年
八
月
全
会
は
、
第
五
回
全
国
会
議
の
代
表
は
原
則
と
し
て
七
〇
歳
以
上
の
者
を
選
出
せ
ず
、
八
〇
歳
を
超
え
た
代
表
は
留
任
し
な
い
こ

と
（「
七
十
不
進
、
八
十
不
留
」）
を
規
定
し
て
い
）
47
（
た
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
た
上
で
第
五
回
全
国
会
議
代
表
の
年
齢
構
成
を
見
て
み
る
と
、
六

六
歳
以
上
が
な
お
半
数
近
く
を
占
め
て
お
り
、
当
初
の
目
標
を
達
成
で
き
た
と
は
に
わ
か
に
は
言
い
難
い
。
第
五
回
全
国
会
議
に
出
席
し

た
青
年
代
表
も
、
代
表
全
体
に
お
け
る
青
年
代
表
の
割
合
は
い
ま
だ
低
く
、「
各
地
の
教
会
の
リ
ー
ダ
ー
層
は
ほ
と
ん
ど
が
七
〇
歳
か
ら
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九
〇
歳
で
、
高
齢
化
の
程
度
は
政
府
機
構
に
お
け
る
そ
れ
よ
り
も
ひ
ど
い
と
言
え
る
」
と
『
天
風
』
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
）
48
（
た
。

　
三
自
委
員
会
内
部
で
の
世
代
交
代
が
一
向
に
進
ま
な
い
様
子
を
見
た
党
・
政
府
は
、
三
自
委
員
会
傘
下
の
神
学
校
で
の
愛
国
的
牧
師
の

養
成
に
力
を
入
れ
る
こ
と
に
加
え
、
党
・
政
府
自
ら
が
三
自
委
員
会
の
シ
ス
テ
ム
を
通
さ
ず
に
直
接
に
次
世
代
の
愛
国
的
牧
師
を
育
成
す

る
よ
う
急
い
だ
。
具
体
的
に
は
、
各
地
の
統
戦
部
や
宗
教
局
が
、
当
地
の
社
会
主
義
学
院
（
非
共
産
党
員
の
政
治
エ
リ
ー
ト
を
養
成
す
る
機

関
）
に
青
年
の
愛
国
的
宗
教
者
を
招
い
て
研
修
会
を
開
く
よ
う
に
な
っ
た
。
中
央
社
会
主
義
学
院
で
は
、
党
中
央
統
戦
部
と
国
務
院
宗
教

事
務
局
の
委
託
を
受
け
て
、
一
九
九
一
年
か
ら
青
年
愛
国
宗
教
教
職
人
員
読
書
班
を
開
設
し
、
一
九
九
五
年
ま
で
に
仏
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
、

天
主
教
、
基
督
教
の
若
年
の
宗
教
者
四
〇
〇
名
あ
ま
り
を
育
成
し
）
49
（

た
。
上
海
市
党
委
員
会
統
戦
部
は
、
愛
国
的
宗
教
者
の
後
継
者
の
調
査

や
育
成
を
計
画
的
に
行
っ
た
。
同
部
は
ま
ず
宗
教
界
の
内
情
を
調
査
し
て
育
成
候
補
者
の
名
簿
を
作
成
し
、
そ
の
後
さ
ら
に
分
析
を
行
い
、

将
来
の
宗
教
界
リ
ー
ダ
ー
候
補
と
し
て
育
成
す
る
一
〇
名
あ
ま
り
と
、
中
青
年
神
職
人
員
お
よ
び
愛
国
宗
教
団
体
役
員
の
後
継
者
と
し
て

育
成
す
る
五
〇
名
あ
ま
り
を
選
抜
し
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
と
の
座
談
会
を
定
期
的
に
開
き
、
彼
ら
に
時
事
問
題
や
愛
国
愛
教
の
思
想
の
学

習
を
促
し
た
。
さ
ら
に
そ
れ
と
同
時
に
、
同
部
は
愛
国
宗
教
団
体
傘
下
の
宗
教
学
校
で
の
神
職
者
育
成
に
も
関
与
し
た
。
具
体
的
に
は
、

海
外
に
留
学
中
の
宗
教
学
校
の
学
生
と
適
宜
連
絡
を
保
持
し
）
50
（
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
天
安
門
事
件
以
後
の
地
方
政
府
は
、
次
世
代
の
基
督
教
界
の
「
愛
国
的
」
リ
ー
ダ
ー
の
発
掘
や
育
成
を
急
ぐ
た
め
に
、

三
自
委
員
会
制
度
を
通
さ
な
い
と
い
う
従
来
よ
り
も
直
接
的
な
か
た
ち
で
教
会
の
人
事
に
介
入
し
て
い
っ
た
。

四
　
三
自
委
員
会
の
両
義
的
反
応

　
前
章
で
述
べ
た
よ
う
な
事
態
に
対
し
、
基
督
教
界
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
反
応
を
示
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
彼
ら
、
特
に
丁
光

訓
は
、
一
方
で
党
・
政
府
に
よ
る
教
会
へ
の
締
め
付
け
に
反
発
し
、
他
方
で
中
国
基
督
教
界
内
で
の
教
義
解
釈
を
統
一
す
る
こ
と
を
提
起
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し
た
。
彼
は
な
ぜ
、
信
徒
た
ち
の
利
益
を
擁
護
す
る
発
言
を
し
た
一
方
で
、
教
義
解
釈
の
統
一
と
い
う
基
層
で
の
実
態
に
逆
行
す
る
よ
う

な
施
策
で
も
っ
て
政
府
に
協
力
す
る
行
動
に
出
た
の
か
。
以
下
、
丁
光
訓
を
は
じ
め
と
す
る
三
自
委
員
会
役
員
の
立
場
の
両
義
性
や
限
界

性
を
分
析
す
る
。

㈠
　
党
・
政
府
に
よ
る
締
め
付
け
へ
の
反
発

　
丁
光
訓
は
、
一
九
八
九
年
三
月
の
政
治
協
商
会
議
第
七
期
全
国
委
員
会
常
務
委
員
会
第
二
回
会
議
に
お
い
て
、
家
庭
教
会
を
違
法
行
為

の
有
無
を
問
わ
ず
に
一
律
に
「
非
法
集
会
」
と
呼
ん
で
取
り
締
ま
り
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
政
府
の
こ
の
よ
う
な
行
為
は
法

律
上
根
拠
の
な
い
も
の
で
、
宗
教
の
方
面
に
お
い
て
依
然
と
し
て
法
治
で
な
く
人
治
が
ま
か
り
通
っ
て
い
る
と
批
判
し
）
51
（
た
。
ま
た
、
汪
維

藩
は
、
一
九
九
〇
年
十
一
月
の
「
わ
が
国
の
宗
教
の
現
状
の
評
価
と
分
析
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
今
日
の
宗
教
政
策
に
お
い
て
二
つ
の
面

で
画
一
的
な
執
行
が
な
さ
れ
て
い
る
と
批
判
し
た
。
第
一
は
、
教
会
と
海
外
団
体
と
の
連
絡
や
交
流
を
、
一
律
に
中
国
の
政
権
や
社
会
主

義
体
制
の
転
覆
を
図
る
反
華
勢
力
の
国
内
へ
の
「
浸
透
」
と
見
な
す
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
集
会
の
場
所
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
彼

は
前
述
の
よ
う
に
、
批
准
を
得
た
教
会
以
外
の
場
所
で
の
集
会
が
一
律
に
「
地
下
勢
力
の
違
法
集
会
」
と
さ
れ
、
解
散
さ
せ
ら
れ
て
い
る

現
状
が
あ
る
と
述
べ
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
多
く
の
信
者
が
い
ま
だ
に
さ
ま
ざ
ま
な
実
際
的
理
由
に
よ
り
三
自
委
員
会
系
の
教
会
に
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
逐
一
説
明
し
た
。
第
一
に
、
三
自
委
員
会
系
の
教
会
が
開
放
さ
れ
て
い
て
も
、
距
離
や
交
通
の
不
便
な
ど
の

理
由
で
教
会
に
通
え
ず
、
三
自
委
員
会
系
教
会
と
連
絡
を
保
ち
な
が
ら
家
庭
等
で
礼
拝
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
も
と
も

と
教
会
が
な
か
っ
た
地
域
に
信
徒
が
現
れ
た
場
合
で
あ
る
。
こ
う
し
た
地
域
で
は
、
新
し
く
教
会
を
建
設
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
教
会
以

外
の
場
所
で
活
動
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
第
三
に
、
付
近
の
三
自
委
員
会
系
教
会
と
教
派
が
異
な
る
た
め
に
教
会
に
通
わ
ず
、
家
庭
等
で
礼

拝
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
教
派
の
違
い
と
は
、
教
義
解
釈
や
神
学
的
観
点
に
表
れ
る
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
信
徒
も
三
自
、

す
な
わ
ち
愛
国
的
で
法
を
順
守
す
る
者
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
違
法
の
集
団
で
は
な
い
。
第
四
に
、
文
革
期
を
主
と
す
る
時
期
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に
三
自
委
員
会
の
人
員
か
ら
攻
撃
を
受
け
た
た
め
に
三
自
委
員
会
系
教
会
に
通
う
こ
と
を
差
し
控
え
て
い
る
者
で
あ
る
。
た
だ
し
、
彼
ら

も
文
革
と
い
う
「
左
」
の
政
治
思
潮
が
攻
撃
の
動
因
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
解
し
て
お
り
、
三
自
委
員
会
の
制
度
に
反
対
し
て
い
る
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。
汪
維
藩
は
、
一
口
に
家
庭
教
会
と
言
っ
て
も
こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
類
型
が
あ
り
、
政
府
は
こ
れ
を
一
律
に
違
法
な

地
下
勢
力
と
し
て
処
理
す
べ
き
で
は
な
い
と
訴
え
）
52
（
た
。

　
一
九
九
一
年
一
月
、
中
南
海
で
江
沢
民
や
政
府
関
連
部
門
幹
部
と
愛
国
宗
教
団
体
の
代
表
と
の
座
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
席
で
丁

光
訓
は
、
江
沢
民
に
今
日
の
宗
教
政
策
を
め
ぐ
る
問
題
を
直
訴
し
た
。
丁
光
訓
は
、
行
政
命
令
を
用
い
て
の
宗
教
活
動
へ
の
抑
圧
や
禁
止
、

信
徒
の
合
法
的
権
益
の
剝
奪
、
当
局
に
よ
る
宗
教
活
動
場
所
の
没
収
な
ど
の
行
為
が
依
然
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。
ま
た
彼
は
、

最
近
北
京
で
開
か
れ
た
会
議
に
お
い
て
「
批
准
を
受
け
て
い
な
い
す
べ
て
の
宗
教
活
動
場
所
を
断
固
取
り
締
ま
る
」
と
い
う
発
言
が
な
さ

れ
た
結
果
、
そ
れ
が
「
党
中
央
の
精
神
」
と
し
て
下
達
さ
れ
、
取
り
締
ま
り
の
風
潮
が
激
化
し
た
と
訴
え
）
53
（

た
。

㈡
　
神
学
思
想
建
設
運
動

―
教
義
解
釈
の
統
一

　
地
方
政
府
に
よ
る
取
り
締
ま
り
の
強
化
、
地
方
に
お
け
る
政
府
幹
部
と
三
自
委
員
会
老
幹
部
の
結
託
と
い
う
環
境
の
中
で
、
三
自
委
員

会
中
央
の
一
部
の
役
員
た
ち
は
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
党
中
央
に
対
し
問
題
の
現
状
と
そ
の
改
善
を
訴
え
て
き
た
。
そ
の
中
心
と

な
っ
て
い
た
の
が
、
三
自
委
員
会
主
席
の
丁
光
訓
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
は
一
九
九
四
年
に
入
る
と
、
党
・
政
府
に
よ
る
相
互
適
応
論

の
解
釈
に
基
づ
き
、
神
学
思
想
の
改
革
な
い
し
建
設
と
い
う
言
論
を
展
開
し
始
め
、
一
九
九
八
年
に
な
る
と
三
自
委
員
会
系
教
会
の
教
義

解
釈
の
統
一
を
図
る
べ
く
神
学
思
想
建
設
運
動
を
始
動
し
た
。

　
丁
光
訓
は
、
一
九
九
四
年
一
月
に
海
南
島
で
開
か
れ
た
全
国
宗
教
団
体
リ
ー
ダ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
神
学
思
想
の
改
革
に
言
及

し
た
。
こ
れ
は
党
中
央
統
戦
部
が
五
大
愛
国
宗
教
団
体
の
役
員
を
招
く
か
た
ち
で
開
か
れ
た
も
の
で
、
そ
の
目
的
は
前
年
十
一
月
の
第
一

八
回
全
国
統
戦
工
作
会
議
で
江
沢
民
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
相
互
適
応
論
を
議
論
す
る
こ
と
で
あ
っ
）
54
（
た
。
す
な
わ
ち
当
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
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宗
教
界
に
対
し
「
宗
教
教
義
や
宗
教
道
徳
の
中
に
あ
る
プ
ラ
ス
の
要
素
を
発
揚
さ
せ
、
社
会
主
義
社
会
と
相
互
に
適
）
55
（
応
」
し
て
も
ら
う
こ

と
を
要
請
す
る
場
で
あ
っ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
し
た
丁
光
訓
は
、
相
互
適
応
論
に
賛
同
し
、
中
国
基
督
教
が
如
何
に
神
学
思
想
を

改
革
す
べ
き
か
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
た
。
こ
こ
で
彼
が
問
題
と
し
て
挙
げ
た
の
は
、
中
国
基
督
教
に
お
け
る
基
要
派
（
原
理
主
義
。
現

代
派
（
自
由
主
義
神
学
）
に
対
す
る
呼
称
）
の
強
靱
さ
で
あ
っ
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
二
〇
世
紀
前
半
に
米
国
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
を
中

心
と
し
た
宣
教
師
た
ち
が
伝
え
た
原
理
主
義
の
教
え
が
、
多
く
の
牧
師
の
間
で
依
然
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
原
理
主
義
は
、

「
信
」
と
「
不
信
」
の
間
の
対
立
関
係
を
過
度
に
強
調
す
る
。
救
世
主
と
し
て
の
イ
エ
ス
を
信
じ
る
こ
と
を
是
と
し
、
信
じ
な
い
こ
と
を

非
と
す
る
た
め
に
、
原
理
主
義
に
お
い
て
は
信
仰
そ
の
も
の
が
信
と
不
信
の
対
立
を
内
包
し
て
い
る
。
言
い
方
を
変
え
れ
ば
、
原
理
主
義

の
信
仰
に
お
い
て
は
信
徒
と
信
徒
で
は
な
い
世
人
や
共
産
党
と
の
間
の
対
立
関
係
が
内
包
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
世
界
観
は
、
通
常
は
信
徒

の
愛
国
心
や
国
家
や
社
会
へ
の
貢
献
の
態
度
を
阻
害
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
何
か
わ
ず
か
な
異
変
が
起
き
る
と
信
と
不
信
の
対
立
を
主
要

な
問
題
と
み
な
し
、
人
民
と
対
抗
す
る
陣
営
の
一
員
と
な
っ
て
し
ま
う
。
一
方
で
、
丁
光
訓
を
頭
と
す
る
三
自
委
員
会
は
、
従
来
か
ら
原

理
主
義
で
は
な
く
自
由
主
義
神
学
の
系
譜
に
属
す
る
プ
ロ
セ
ス
神
学
や
シ
ャ
ル
ダ
ン
神
学
の
立
場
に
立
っ
て
き
）
56
（

た
。
こ
れ
ら
の
立
場
は
創

造
主
と
し
て
の
イ
エ
ス
を
強
調
し
、
主
に
よ
る
創
造
の
過
程
は
今
日
も
続
い
て
い
る
と
す
る
。
人
は
信
の
者
も
不
信
の
者
も
と
も
に
同
じ

く
そ
の
過
程
に
お
い
て
未
完
成
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
神
観
は
信
と
不
信
の
間
に
あ
る
共
通
性
を
強
調
し
、
相
異
を
強
調
し
な
い
。
丁

光
訓
は
、
信
と
不
信
の
間
の
矛
盾
を
解
決
し
う
る
こ
の
神
学
的
立
場
こ
そ
、
基
督
教
信
徒
と
広
大
な
人
民
の
間
の
協
力
に
信
仰
上
の
基
盤

を
与
え
る
も
の
と
な
る
と
訴
え
）
57
（

た
。

　
丁
光
訓
は
な
ぜ
、
当
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
基
要
派
を
強
く
否
定
す
る
発
言
を
し
た
の
か
。
ま
ず
背
景
に
あ
る
の
は
、
丁
光
訓
の
自

由
主
義
神
学
者
と
し
て
の
個
人
的
立
場
で
あ
る
。
丁
光
訓
は
一
九
四
七
年
か
ら
四
八
年
に
か
け
て
、
自
由
主
義
神
学
色
の
濃
い
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
ユ
ニ
オ
ン
神
学
校
で
学
び
、
神
学
修
士
号
を
取
得
し
た
経
歴
を
持
つ
。
彼
だ
け
で
な
く
、
三
自
委
員
会
自
体
が
自
由
主
義
神
学

の
背
景
を
持
つ
人
び
と
を
中
心
に
運
営
さ
れ
て
き
）
58
（
た
。
そ
う
し
た
背
景
を
持
つ
丁
光
訓
が
八
〇
年
代
以
降
直
面
し
た
の
が
、
三
自
委
員
会
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系
教
会
内
外
に
お
け
る
基
要
派
の
台
頭
で
あ
っ
た
。
文
革
中
に
地
下
に
潜
っ
て
い
た
基
要
派
は
、
地
上
で
迫
害
を
受
け
た
現
代
派
と
は
異

な
り
、
文
革
の
嵐
を
生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
た
だ
け
で
な
く
、
信
徒
を
増
や
し
も
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
基
要
派
が
八
〇
年

代
以
降
三
自
委
員
会
の
中
で
徐
々
に
発
言
の
自
由
を
行
使
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と
、
三
自
委
員
会
内
で
現
代
派
と
基
要
派
の
間
の

明
確
な
意
見
対
立
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
。
両
者
は
特
に
、
基
督
教
と
社
会
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
正
反
対
の
考
え
を
持
つ
。
現
代
派
は
社
会

福
音
派
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
同
時
代
の
基
督
教
が
置
か
れ
て
い
る
社
会
の
状
況
や
文
脈
を
重
視
す
る
。
そ
の
た
め
医
療
や
教
育
な
ど

の
社
会
奉
仕
を
通
じ
て
積
極
的
に
社
会
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
。
一
方
で
基
要
派
は
、
個
人
の
霊
的
救
済
を
よ
り
重
視
し
、
現
代
派
が
行
う

社
会
サ
ー
ビ
ス
に
批
判
的
態
度
を
示
す
場
合
も
あ
る
。
基
要
派
が
勢
力
を
保
っ
て
い
る
状
況
に
対
し
、
丁
光
訓
は
一
九
九
二
年
十
月
に
、

中
国
の
神
学
思
想
を
更
新
し
て
、
信
仰
を
た
だ
個
人
の
霊
的
救
済
の
方
法
と
し
て
の
み
見
る
基
督
教
信
徒
の
視
野
を
広
げ
る
必
要
が
あ
る

と
述
べ
て
い
）
59
（

た
。
自
由
主
義
者
で
あ
る
丁
光
訓
は
、
国
内
で
の
基
要
派
の
増
大
を
看
過
で
き
な
か
っ
）
60
（

た
。

　
加
え
て
丁
光
訓
は
、
三
自
委
員
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
ま
た
社
会
主
義
国
で
基
督
教
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
、
党
・
政
府
と
の
調
和

路
線
を
歩
む
と
い
う
現
実
的
立
場
に
立
っ
て
い
た
。
彼
は
一
九
九
四
年
四
月
、
バ
プ
テ
ス
ト
世
界
連
盟
の
中
国
訪
問
団
に
対
し
、
以
下
の

よ
う
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。「
西
側
の
基
督
教
徒
の
中
に
は
、
中
国
基
督
教
徒
が
反
共
産
主
義
者
で
な
い
こ
と
を
非
難
し
、
わ
れ
わ
れ

と
共
産
党
と
の
間
の
付
き
合
い
に
お
い
て
闘
争
の
精
神
が
欠
け
て
い
る
と
認
識
す
る
人
が
い
る
。
…
（
中
略
）
…
わ
れ
わ
れ
は
彼
ら
（
西

側
の
基
督
教
徒
：
引
用
者
注
）
の
意
見
に
従
わ
な
い
し
、
国
家
と
教
会
の
利
益
を
顧
み
ず
に
安
易
に
殉
教
し
た
り
し
な
い
。
共
産
党
員
と
基

督
教
徒
の
間
に
共
通
点
が
あ
る
な
ら
ば
、
ま
た
わ
れ
わ
れ
が
崇
拝
や
証
し
、
教
会
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
な
ら
ば
、
ま
た
統

一
戦
線
の
枠
組
の
中
で
宗
教
自
由
の
原
則
の
執
行
に
つ
い
て
対
話
や
協
商
が
で
き
そ
の
成
果
が
明
ら
か
に
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
無
神
論
者

を
敵
に
回
し
彼
ら
と
対
抗
す
る
道
理
は
な
）
61
（
い
」。
丁
光
訓
は
、
政
治
体
制
的
に
は
社
会
主
義
、
社
会
的
に
は
基
督
教
徒
が
圧
倒
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
と
な
る
中
国
に
お
い
て
基
督
教
徒
の
生
存
や
信
仰
の
空
間
を
確
保
す
る
こ
と
を
、
三
自
委
員
会
主
席
と
し
て
の
自
身
の
第
一
の
課

題
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
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こ
の
よ
う
な
思
想
や
背
景
を
有
し
た
丁
光
訓
を
、
党
は
基
督
教
管
理
の
た
め
に
利
用
し
た
。
丁
光
訓
と
し
て
は
、
単
に
自
分
た
ち
の
救

い
ば
か
り
を
追
求
し
、
社
会
と
の
関
係
を
顧
み
な
い
基
要
派
の
拡
大
を
抑
え
、
社
会
主
義
中
国
で
の
基
督
教
の
生
き
残
り
を
企
図
し
て
い

た
。
し
か
し
、
第
三
章
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
基
督
教
に
お
け
る
教
派
の
増
大
を
憂
慮
し
て
い
た
党
は
、
相
互
適
応
論
の
論
理
お
よ
び

丁
光
訓
の
思
想
を
利
用
し
て
基
督
教
界
内
で
教
義
解
釈
を
統
一
さ
せ
、
管
理
し
や
す
い
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
。
丁
光
訓
と
党
・
政
府
と

は
、
望
ん
で
い
た
も
の
は
違
え
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
想
や
目
標
に
至
る
手
法
の
点
で
は
一
致
す
る
部
分
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
神
学
思
想
の
改
革
に
向
け
た
丁
の
試
み
は
、
三
自
委
員
会
内
部
か
ら
多
く
の
批
判
に
さ
ら
さ
れ
た
。
批
判
は
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
。
第
一
に
、
神
学
思
想
の
改
革
や
更
新
が
結
局
、
運
動
や
動
員
の
か
た
ち
で
行
わ
れ
た
と
い
う
批
判
で
あ
る
。
神
学
思
想
建

設
運
動
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
一
九
九
八
年
九
月
の
『
丁
光
訓
文
集
』
の
出
版
と
、
同
年
十
一
月
に
済
南
で
開
催
さ
れ
た
中
国
基
督
教
三
自

愛
国
運
動
委
員
会
第
六
期
及
び
中
国
基
督
教
協
会
第
四
期
第
二
回
全
体
委
員
会
会
議
（
以
下
、
済
南
会
議
）
で
あ
っ
た
。
三
自
委
員
会
は

『
丁
光
訓
文
集
』
と
い
う
一
冊
の
教
材
に
依
拠
し
た
学
習
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ス
タ
イ
ル
で
神
学
思
想
建
設
を
進
め
て
い
っ
た
。
ま
た
、
済

南
会
議
で
は
『
丁
光
訓
文
集
』
の
出
版
を
記
念
し
て
丁
光
訓
の
神
学
思
想
が
議
論
さ
れ
、
神
学
思
想
建
設
運
動
を
組
織
的
に
進
め
て
い
く

た
め
に
三
自
委
員
会
内
に
自
伝
研
究
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
）
62
（
た
。
済
南
会
議
の
他
に
も
、
神
学
思
想
建
設
や
相
互
適
応
論

に
つ
い
て
議
論
す
る
会
合
は
度
々
開
か
れ
、
そ
の
多
く
に
党
統
戦
部
や
宗
教
局
の
幹
部
が
出
席
し
）
63
（

た
。
こ
う
し
た
方
法
に
対
し
て
、
三
自

委
員
会
内
部
か
ら
批
判
が
出
た
。
韓
文
藻
（
中
国
基
督
教
協
会
会
長
）
は
一
九
九
九
年
七
月
、
金
陵
協
和
神
学
院
主
催
の
『
丁
光
訓
文
集
』

と
神
学
思
想
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
席
で
、
神
学
思
想
建
設
に
対
し
て
二
つ
の
誤
解
が
存
在
し
て
い
る
と
述
べ
た
。
第
一
の
誤
解
は
、

神
学
思
想
建
設
を
現
代
派
が
基
要
派
を
制
圧
す
る
運
動
と
見
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
の
誤
解
は
、『
丁
光
訓
文
集
』
で
も
っ
て
神
学
思
想

を
統
一
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
）
64
（
る
。
こ
れ
ら
の
「
誤
解
」
は
、
信
徒
た
ち
か
ら
出
た
神
学
思
想
建
設
運
動
へ
の
批
判
を
示

唆
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
第
二
に
、
丁
光
訓
が
信
仰
義
認
論
の
「
淡
化
」
と
い
う
文
言
を
掲
げ
た
こ
と
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
丁
光
訓
は
二
〇
〇
〇
年
八
月
に
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開
か
れ
た
中
国
基
督
教
聖
書
観
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、
彼
の
こ
れ
ま
で
の
神
学
思
想
を
踏
ま
え
て
、
今
日
の
中
国
基
督
教
の
神

学
の
面
に
お
け
る
課
題
を
信
仰
義
認
論
の
淡
化
と
い
う
文
言
で
提
起
し
）
65
（

た
。「
淡
化
」
と
は
、
中
国
語
で
「
薄
め
る
」、「
あ
ま
り
強
調
し

な
い
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
。
丁
光
訓
は
「
淡
化
」
と
い
う
語
を
用
い
て
、
信
仰
に
よ
っ
て
義
と
さ
え
す
れ
ば
正
し
い
行
為
は
い
ら
な
い

と
い
う
極
端
な
信
仰
義
認
論
に
対
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
す
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
。「
現
在
、
わ
が
国
の
教
会
の
一
部
に
お
い
て
、
不
健
全

な
現
象
が
発
生
し
て
い
る
。
あ
る
者
が
奉
仕
を
提
唱
す
る
と
、
あ
る
者
は
彼
を
『
霊
的
で
な
い
』
と
攻
撃
し
、『
社
会
福
音
派
』
で
あ
る

と
け
な
す
。
こ
の
よ
う
に
、
霊
的
で
あ
る
こ
と
と
奉
仕
を
対
立
さ
せ
、
奉
仕
と
霊
的
で
あ
る
こ
と
を
対
立
さ
せ
る
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な

批
判
を
す
る
者
た
ち
の
論
理
に
従
え
ば
、
最
も
霊
的
な
人
が
最
も
奉
仕
に
消
極
的
で
、
最
も
社
会
に
関
心
が
な
く
、
最
も
私
利
私
欲
を
む

さ
ぼ
る
人
と
な
る
。
…
（
中
略
）
…
霊
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
よ
う
に
曲
解
し
て
よ
い
の
だ
ろ
う
）
66
（
か
」。
こ
こ
か
ら
は
、
中
国

基
督
教
に
お
い
て
、
基
要
派
が
単
に
自
分
た
ち
の
救
い
に
だ
け
関
心
を
持
ち
、
社
会
に
お
け
る
正
し
い
行
為
や
道
徳
を
重
ん
じ
な
い
傾
向

が
あ
る
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
由
主
義
神
学
者
で
あ
り
、
か
つ
社
会
主
義
社
会
と
い
う
環
境
に
お
い
て
信
仰
生
活
を
保
ち

続
け
る
た
め
に
政
府
が
提
示
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
選
択
を
し
た
丁
光
訓
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
懸
念
す

べ
き
も
の
と
し
て
映
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
信
仰
義
認
論
の
淡
化
」
と
い
う
文
言
は
、
ル
タ
ー
以
来
の
基
督
教
の
根

本
的
教
義
で
あ
る
信
仰
義
認
論
そ
の
も
の
の
意
義
を
薄
め
よ
う
と
し
て
い
る
と
受
け
止
め
ら
れ
、
三
自
委
員
会
内
外
か
ら
大
き
な
批
判
が

噴
出
し
）
67
（
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
し
、
丁
光
訓
は
「
淡
化
」
の
意
味
に
つ
い
て
弁
明
を
行
っ
た
も
の
）
68
（
の
、
神
学
思
想
建
設
運
動
は
、
丁

光
訓
が
運
動
を
進
め
る
の
と
同
時
に
言
っ
て
い
た
「
団
結
面
の
拡
大
」、
す
な
わ
ち
さ
ま
ざ
ま
な
教
派
を
三
自
委
員
会
に
糾
合
す
る
こ
と

に
は
極
め
て
不
利
な
状
況
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
三
自
委
員
会
傘
下
の
神
学
校
の
中
で
最
大
規
模
を
持
つ
金
陵
協
和
神
学
院
に
お
い
て
、
神
学
思
想
建
設
運
動
の
方
針
に
反
対

す
る
動
き
が
発
生
し
た
。
一
九
九
九
年
五
月
、
同
神
学
院
の
大
学
院
生
三
名
が
退
学
処
分
に
遭
う
事
件
が
発
生
し
た
。
こ
れ
ら
大
学
院
生

三
名
は
、
同
年
五
月
四
日
に
院
内
で
開
催
さ
れ
た
五
四
運
動
八
〇
周
年
記
念
歌
謡
大
会
に
お
い
て
讃
美
歌
以
外
の
曲
を
歌
う
こ
と
を
拒
否
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し
た
。
彼
ら
は
、
同
大
会
で
の
讃
美
歌
の
歌
唱
を
差
し
控
え
る
べ
き
と
い
う
事
前
に
学
生
た
ち
か
ら
出
て
い
た
意
見
に
疑
義
を
呈
し
、
大

会
へ
の
出
席
を
見
合
わ
せ
た
。
当
神
学
院
院
長
で
あ
っ
た
丁
光
訓
は
彼
ら
を
退
学
に
処
し
、
金
陵
協
和
神
学
院
は
愛
国
的
で
共
産
党
や
社

会
主
義
の
祖
国
を
擁
護
す
る
牧
師
を
育
成
す
る
教
育
機
関
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
言
明
し
）
69
（
た
。
さ
ら
に
そ
の
二
カ
月
後
に
は
、
新
た
に
三

名
の
学
生
が
退
学
処
分
を
受
け
た
。
彼
ら
は
前
述
五
月
の
学
生
処
分
や
神
学
の
多
様
化
を
認
め
な
い
神
学
校
当
局
に
不
満
を
有
し
、
自
ら

退
学
を
要
求
し
）
70
（

た
。
こ
の
よ
う
に
、
神
学
思
想
の
改
革
や
建
設
が
始
ま
っ
て
以
降
、
教
義
解
釈
を
統
一
化
す
る
よ
う
な
動
き
に
反
対
を
示

す
人
び
と
が
現
れ
、
三
自
委
員
会
系
教
会
内
部
に
お
い
て
さ
え
も
ま
と
ま
り
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
が
露
に
な
っ
た
。
政
府
に

よ
る
基
督
教
の
管
理
は
む
し
ろ
よ
り
困
難
な
局
面
に
進
ん
で
い
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

五
　
結
　
論

　
天
安
門
事
件
以
降
の
党
は
、
政
治
思
想
工
作
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
宗
教
の
管
理
も
強
化
し
て
い
っ
た
。
そ
の
中
で
、
従
来
か
ら
外

国
勢
力
と
の
つ
な
が
り
を
疑
わ
れ
、
信
徒
数
が
増
大
傾
向
に
あ
っ
た
基
督
教
に
対
し
て
は
、
管
理
が
特
に
強
め
ら
れ
た
。
党
の
基
督
教
管

理
に
お
け
る
最
大
の
課
題
は
、
多
元
化
を
見
せ
る
教
派
を
拡
大
さ
せ
ず
、
従
来
の
管
理
制
度
の
要
で
あ
る
三
自
委
員
会
の
枠
内
に
留
め
て

お
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
三
自
委
員
会
の
制
度
は
、
特
に
地
方
に
お
い
て
役
員
の
世
代
交
代
が
進
展
せ
ず
、
丁
光
訓
世
代
が
引
退

し
た
後
の
当
制
度
の
機
能
低
下
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
党
は
、
三
自
委
員
会
の
頭
越
し
に
愛
国
的
牧
師
を
管
理
し
た
り
、
そ
の

後
継
者
を
見
出
し
て
直
接
育
成
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
基
層
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
家
庭
教
会
の
画
一
的
取
り
締
ま
り
が
見
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
現
象
が
発
生
し
た
の
に
は
、
い
く

つ
か
の
原
因
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
に
、
信
徒
の
代
表
た
る
べ
き
地
方
三
自
委
員
会
が
当
地
の
政
府
（
宗
教
局
）
か
ら
十
分
に
独
立
し
て

い
な
か
っ
た
た
め
に
そ
の
本
来
の
機
能
を
発
揮
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
党
中
央
と
し
て
は
、
天
安
門
事
件
以
後
も
引
き
続
き
政
策
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文
書
に
お
い
て
、
愛
国
宗
教
団
体
が
政
府
と
信
徒
を
結
ぶ
橋
梁
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
。
橋
梁
の
役
割
と
は
す
な
わ
ち
、

信
徒
た
ち
の
意
見
を
集
約
し
、
そ
れ
を
政
府
に
伝
達
す
る
と
い
う
機
能
で
あ
る
。
こ
の
機
能
を
果
た
さ
せ
る
た
め
、
党
中
央
は
宗
教
政
策

の
基
本
方
針
を
示
し
た
一
九
八
二
年
の
「
一
九
号
文
件
」
に
お
い
て
、
愛
国
宗
教
団
体
が
「
自
身
の
問
題
を
自
ら
解
決
す
る
」
よ
う
に
し
、

党
・
政
府
が
団
体
の
問
題
を
「
一
手
に
代
行
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
定
め
た
の
で
あ
っ
）
71
（
た
。
し
か
し
地
方
で
進
展
し
て
い
た
事
態
は
、
第

三
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
三
自
委
員
会
や
教
会
の
人
事
、
教
務
に
介
入
す
る
管
理
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
三
自
委
員
会
が
信
徒
の
代
表

機
関
と
し
て
機
能
せ
ず
、
各
地
の
教
会
や
活
動
場
所
が
汪
維
藩
の
申
し
立
て
た
よ
う
な
多
様
な
実
状
を
抱
え
て
い
る
こ
と
を
、
地
方
政
府

は
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
第
二
に
、
党
中
央
は
一
方
で
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
的
制
度
を
通
じ
て
の
宗
教
へ
の
適
切
な
対
応
に
つ
い

て
述
べ
、
も
う
一
方
で
宗
教
問
題
が
国
家
の
安
定
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
こ
と
を
言
明
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
後
者
の
文
脈
に

お
い
て
、
宗
教
問
題
は
「
萌
芽
状
態
の
う
ち
に
解
決
す
べ
き
問
）
72
（

題
」
と
さ
れ
る
。
党
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
の
こ
う
し
た
文
言
を
受
け
取
っ
た

地
方
幹
部
と
し
て
は
、
統
戦
部
や
宗
教
局
だ
け
で
な
く
、
公
安
部
門
等
も
動
員
し
た
「
総
合
管
理
」（
中
国
語
で
は
「
総
合
治
理
」）
を
行
う

こ
と
に
な
）
73
（

る
。
第
三
に
、
国
内
の
宗
教
活
動
を
規
定
す
る
法
律
が
存
在
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
宗
教
の
管
理
・
統
制
が
緩
和
さ
れ
始
め
た

時
期
に
施
行
さ
れ
た
一
九
八
二
年
憲
法
第
三
六
条
で
は
、「
国
家
は
正
常
な
宗
教
活
動
を
保
護
す
る
」
と
規
定
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
言
う

正
常
な
宗
教
活
動
の
要
件
、
あ
る
い
は
そ
の
対
概
念
と
な
る
非
正
常
、
違
法
な
宗
教
活
動
の
要
件
を
、
党
は
今
日
に
至
る
ま
で
示
し
て
い

な
い
。
そ
の
た
め
、
地
方
政
府
も
、
ど
の
よ
う
な
宗
教
組
織
を
批
准
し
、
ど
の
よ
う
な
宗
教
活
動
場
所
に
登
記
を
認
め
て
よ
い
か
分
か
ら

な
い
の
で
あ
る
。

　
上
述
の
よ
う
な
事
態
に
対
し
、
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
丁
光
訓
は
歯
止
め
を
か
け
た
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
自
由
主
義
神
学
者
で

あ
り
、
三
自
委
員
会
と
い
う
愛
国
宗
教
団
体
の
長
で
も
あ
る
丁
光
訓
は
、
相
互
適
応
論
が
党
か
ら
提
起
さ
れ
た
中
で
、
神
学
思
想
建
設
運

動
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
発
動
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
丁
光
訓
は
当
運
動
を
通
じ
て
、
基
督
教
が
中
国
社
会
に
よ
り
受
け
入
れ
ら
れ

る
も
の
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
の
に
対
し
、
党
は
社
会
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
か
た
ち
で
社
会
に
貢
献
す
る
教
義
解
釈
を
持
っ
て
い
る
丁
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光
訓
を
利
用
し
て
、
基
督
教
の
教
義
解
釈
を
福
祉
の
向
上
や
社
会
の
安
定
に
資
す
る
も
の
に
統
一
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結

果
、
一
般
信
徒
か
ら
す
れ
ば
、
九
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
党
・
政
府
は
、
基
督
教
の
人
員
や
活
動
場
所
だ
け
で
な
く
、
教
義
解
釈
に
も

よ
り
直
接
的
に
関
与
し
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
と
映
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
こ
の
二
重
の
関
与
は
、
基
督
教
を
単
体
に
ま
と
め
て
お
く
と
い
う
党
の
希
望
を
達
成
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
事
態
を

そ
の
逆
に
導
く
性
質
を
帯
び
て
い
る
。
基
督
教
の
人
員
や
活
動
場
所
へ
の
直
接
的
関
与
は
結
局
、
信
徒
た
ち
の
政
府
や
三
自
委
員
会
へ
の

印
象
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
信
徒
た
ち
は
既
存
の
制
度
と
距
離
を
置
こ
う
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
三
自
委
員
会
の
信
徒
に

対
す
る
求
心
力
は
弱
ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
教
義
解
釈
へ
の
関
与
は
、
確
実
に
教
派
的
多
元
化
を
遂
げ
て
い
る
中
国
基
督
教
の
現
状
に

全
く
逆
行
す
る
措
置
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
運
動
を
進
め
る
に
あ
た
り
丁
光
訓
お
よ
び
三
自
委
員
会
が
採
っ
た
戦
略
は
、
信
徒
の
三
自
委

員
会
へ
の
不
信
を
さ
ら
に
増
幅
さ
せ
て
し
ま
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
方
法
の
帰
結
は
、
言
い
方
を
変
え
れ
ば
、
三
自
委
員
会
に
属
さ
な
い
家
庭
教
会
の
更
な
る
増
加
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
家
庭
教

会
の
増
加
は
、
党
中
央
に
と
っ
て
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
の
始
点
で
あ
る
。
現
行
の
制
度
に
お
い
て
は
、
家
庭
教
会
は
三
自
委
員
会
系
の
教
会

と
異
な
り
、
政
府
と
の
公
的
な
い
し
制
度
的
な
意
思
疎
通
の
た
め
の
パ
イ
プ
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
家
庭
教
会
は
地
方

政
府
の
宗
教
局
や
公
安
部
門
に
よ
る
取
り
締
ま
り
に
対
し
て
脆
弱
で
あ
り
、
三
自
委
員
会
系
の
教
会
よ
り
も
強
く
、
あ
る
い
は
頻
繁
に
取

り
締
ま
り
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
信
徒
た
ち
か
ら
す
れ
ば
、
地
方
政
府
や
そ
れ
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
と
目
さ
れ
る
三
自
委
員

会
へ
の
印
象
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
信
徒
た
ち
は
さ
ら
に
三
自
委
員
会
か
ら
離
れ
、
家
庭
教
会
で
信
仰
を
続
け

信
徒
を
増
や
し
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
地
方
政
府
が
地
元
の
教
会
に
直
接
的
に
接
近
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
信
徒
た
ち
は
三
自
委
員
会
を
避
け

て
い
き
、
党
中
央
が
掲
げ
た
基
督
教
管
理
に
お
け
る
課
題
は
達
成
困
難
に
な
っ
て
い
く
。

　
党
は
元
来
、
宗
教
信
仰
者
を
体
制
内
に
留
め
て
お
く
に
あ
た
り
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
的
制
度
に
基
づ
い
た
信
徒
の
包
摂
を
企
図
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
信
徒
た
ち
を
各
宗
教
ご
と
に
設
け
ら
れ
た
愛
国
団
体
に
所
属
さ
せ
、
政
府
は
愛
国
団
体
を
通
じ
て
宗
教
を
管
理
・
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統
制
し
、
信
徒
た
ち
は
愛
国
団
体
を
通
じ
て
政
策
の
立
案
、
運
営
お
よ
び
利
害
調
整
に
関
与
す
る
と
い
う
制
度
運
用
が
想
定
さ
れ
て
い
）
74
（
た
。

し
か
し
、
九
〇
年
代
に
入
り
宗
教
活
動
の
管
理
の
強
化
が
打
ち
出
さ
れ
る
と
、
党
は
団
体
を
通
じ
て
の
間
接
的
包
摂
だ
け
で
は
な
く
、
団

体
を
経
由
し
な
い
直
接
的
包
摂
を
も
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
党
中
央
に
は
従
来
か
ら
、
宗
教
へ
の
過
度
の
介
入
は
信
徒
た
ち
か
ら
の
反
発

を
生
み
、
愛
国
宗
教
団
体
を
通
じ
た
統
合
の
制
度
に
不
利
に
働
く
と
い
う
見
方
が
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
、
党
中
央
よ
り
下
位
の
行
政

機
関
は
、「
安
定
が
す
べ
て
を
圧
倒
す
る
」
な
ど
の
言
説
が
出
て
く
る
中
で
、
宗
教
に
対
す
る
取
り
締
ま
り
の
指
令
の
み
を
増
幅
さ
せ
て

い
き
、
行
き
過
ぎ
た
管
理
・
統
制
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
っ
）
75
（
た
。
丁
光
訓
を
は
じ
め
と
す
る
三
自
委
員
会
中
央
の
役
員
の
一
部
は
、
信
徒

の
代
表
と
し
て
、
直
接
的
包
摂
の
方
法
は
信
徒
の
包
摂
に
も
、
体
制
の
安
定
に
も
不
利
な
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
を
再
三
訴
え
て
き
た
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
政
府
の
宗
教
に
対
す
る
管
理
・
統
制
に
協
力
す
る
役
割
も
持
つ
丁
光
訓
は
、
神
学
思
想
建
設
運
動
を
通
じ
て
信
徒

た
ち
の
教
義
解
釈
を
束
ね
る
任
務
を
遂
行
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
点
か
ら
、
宗
教
領
域
に
お
け
る
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
的
制
度
の

限
界
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
党
が
元
来
企
図
し
て
い
た
信
徒
の
間
接
的
包
摂
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
利
益
構
造
に
縛
ら
れ
た
地

方
三
自
委
員
会
に
対
す
る
改
革
の
断
行
や
、
三
自
委
員
会
中
央
の
役
員
の
政
治
の
場
で
の
発
言
権
の
強
化
、
さ
ら
に
は
愛
国
宗
教
団
体
が

多
様
な
信
仰
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
信
徒
た
ち
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
民
主
的
な
組
織
に
転
換
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
れ
は
結
局
か
な
う
こ
と
な
く
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
事
態
は
さ
ら
に
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
的
枠
組
で
は
抱
え
き
れ
な

い
方
向
へ
と
進
ん
で
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
国
家
と
基
督
教
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
と

し
た
い
。

（
1
）  

中
国
語
に
お
い
て
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
天
主
教
」
と
「
基
督
教
」
に
明
確
に
区
別
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
煩
雑
に

な
る
の
を
避
け
る
た
め
、「
基
督
教
」
を
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
意
味
で
用
い
、「
天
主
教
」
を
カ
ト
リ
ッ
ク
の
意
味
で
用
い
る
。
両
教
派
を
特
に
区

別
す
る
必
要
が
な
い
文
脈
で
は
、「
キ
リ
ス
ト
教
」
を
用
い
る
。
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（
2
）  

「
関
於
我
国
社
会
主
義
時
期
宗
教
問
題
的
基
本
観
点
和
基
本
政
策
（
一
九
八
二
年
三
月
）」
中
共
中
央
文
献
研
究
室
綜
合
研
究
組
、
国
務
院
宗
教

事
務
局
政
策
法
規
司
編
『
新
時
期
宗
教
工
作
文
献
選
編
』（
北
京
：
宗
教
文
化
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）、
五
六
頁
。

（
3
）  

金
澤
、
邱
永
輝
編
『
中
国
宗
教
報
告
（
二
〇
一
一
）』（
北
京
：
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）、
一
二
八
―
一
二
九
頁
。

（
4
）  
「
三
自
」
と
は
、「
自
治
」（
外
国
教
会
か
ら
の
自
立
）、「
自
養
」（
経
済
的
自
立
）、「
自
伝
」（
伝
道
に
お
け
る
自
立
）
の
三
つ
を
意
味
す
る
。

（
5
）  Tony Lam

bert, China

’s Christian M
illions （O

xford: M
onarch Books, 2006

）, pp. 18 -19. D
avid Aikm

an, Jesus in Beijing: H
ow 

Christianity Is Transform
ing China and the G

lobal Balance of Power 

（W
ashington, D

C: Regnery, 2006

）, pp. 6 -8. 

李
凡
「
基
督

教
在
当
代
中
国
的
発
展
」（http://w

w
w.w

orld-china.org/

、
二
〇
一
二
年
十
一
月
五
日
閲
覧
）。

（
6
）  

Ｍ
・
ユ
ル
ゲ
ン
ス
マ
イ
ヤ
ー
（
阿
部
美
哉
訳
）『
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
世
俗
性
と
宗
教
性
』（
玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
九
五
年
）。

（
7
）  

毛
里
和
子
『
周
縁
か
ら
の
中
国

―
民
族
問
題
と
国
家
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
）、
一
三
五
―
一
四
五
頁
。M

elvyn G
oldstein, 

The Snow Lion and the D
ragon: China, Tibet, and the D

alai Lam
a （Berkeley and Los Angeles: U

niversity of California Press, 
1997

）, pp. 61 -99. Felix Chang, 

“China

’s Central Asian Pow
er and Problem

s,

” Orbis, Vol. 41, N
o. 3, 1997, pp. 401 -425.

（
8
）  

田
島
英
一
「
中
国
キ
リ
ス
ト
教
の
政
治
的
環
境
」『
東
亜
』
第
五
六
七
号
、
二
〇
一
四
年
、
二
八
頁
。

（
9
）  Alan H

unter and Chan Kim
-kw

ong, Protestantism
 in Contem

porary China （Cam
bridge: Cam

bridge U
niversity Press, 1993

）.

（
10
）  Yoshiko Ashiw

a and D
avid W

ank, 
“Making Religion, M

aking the State in M
odern China: An Introductory Essay,

” Yoshiko 
Ashiw

a and D
avid W

ank eds., M
aking Religion, M

aking the State: The Politics of Religion in M
odern China 

（Stanford: Stan-
ford U

niversity Press, 2009

）, pp. 1 -21.

（
11
）  Karrie Koesel, Religion and A

uthoritarianism
: Cooperation, Conflict, and the Consequences 

（N
ew

 York: Cam
bridge U

niver-
sity Press, 2014

）.

（
12
）  

邢
福
増
『
当
代
中
国
政
教
関
係
』（
香
港
：
建
道
神
学
院
、
二
〇
〇
五
年
第
二
版
）、
一
七
―
五
九
、
一
三
三
―
一
八
五
頁
。

（
13
）  

本
稿
で
取
り
上
げ
る
基
督
教
界
の
丁
光
訓
や
汪
維
藩
の
他
に
、
仏
教
界
の
趙
樸
初
（
中
国
仏
教
協
会
会
長
）
な
ど
が
国
家
に
対
し
宗
教
信
仰
の

自
由
の
実
質
化
を
積
極
的
に
訴
え
て
い
た
。

（
14
）  

「
簡
史
：
：
基
督
教
中
国
宗
教
文
化
研
究
社CSCCRC

」（http://csccrc.org/about_tc.php?id=2

、
二
〇
一
五
年
一
月
二
十
六
日
閲
覧
）。

（
15
）  Ryan D

unch, 

“Protestant Christianity in China Today: Fragile, Fragm
ented, Flourishing,

” Stephan U
halley, Jr. and Xiaoxin 

W
u eds., China and Christianity: Burdened Past, H

opeful Future （Arm
onk: M

. E. Sharpe, 2001

）, p. 200.
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（
16
）  

蔣
志
敏
、
徐
祖
根
「
面
対
十
字
架
的
思
考

―
中
国
〝
基
督
教
熱
〞
透
視
」『
瞭
望
週
刊
』
一
九
八
九
年
第
五
期
、
六
頁
。

（
17
）  

同
上
。

（
18
）  

斉
文
「
首
次
中
国
当
代
宗
教
現
状
研
討
会
在
京
挙
行
」『
世
界
宗
教
研
究
』
一
九
九
一
年
第
一
期
、
一
四
五
―
一
四
八
頁
。

（
19
）  
王
鎮
「
我
対
宗
教
信
仰
自
由
的
幾
点
体
会
」『
天
風
』
一
九
八
三
年
第
三
期
、
一
七
―
一
九
頁
。

（
20
）  
「
湖
南
教
会
近
況
」『
橋

―
中
国
教
会
動
態
』
第
四
五
期
、
一
九
九
一
年
、
三
―
七
頁
。

（
21
）  

「
革
新
宣
言
」
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
次
の
文
献
を
参
照
。
拙
稿
「
中
国
共
産
党
と
宗
教
団
体

―
一
九
八
〇
年
代
に
お
け
る
基
督
教
愛

国
団
体
の
改
革
を
め
ぐ
る
議
論
を
中
心
に
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
一
〇
〇
号
、
二
〇
一
四
年
、
三
三
―
三
七
頁
。

（
22
）  Xi Lian, Redeem

ed by Fire: The Rise of Popular Christianity in M
odern China 

（N
ew

 H
aven: Yale U

niversity Press, 2010

）, 
pp. 201 -202.

（
23
）  Ryan D

unch, Ibid., pp. 200 -201.

（
24
）  Fenggang Yang, 

“The Red, Black, and G
ray M

arkets of Religion in China,

” The Sociological Q
uarterly, N

o. 47, 2006,  
pp. 104 -108.

（
25
）  

李
鵬
「
進
一
歩
重
視
、
関
心
和
做
好
宗
教
工
作
（
一
九
九
〇
年
十
二
月
五
日
）」
中
共
中
央
文
献
研
究
室
綜
合
研
究
組
、
国
務
院
宗
教
事
務
局

政
策
法
規
司
編
、
前
掲
書
、
一
九
一
頁
。

（
26
）  

《
胡
喬
木
伝
》
編
写
組
編
『
胡
喬
木
書
信
集
』（
北
京
：
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）、
二
八
七
―
二
九
〇
頁
。

（
27
）  

陳
雲
「
関
於
高
度
重
視
宗
教
滲
透
問
題
的
信
（
一
九
九
〇
年
四
月
四
日
）」
中
共
中
央
文
献
研
究
室
綜
合
研
究
組
、
国
務
院
宗
教
事
務
局
政
策

法
規
司
編
、
前
掲
書
、
一
七
七
頁
。

（
28
）  

「
中
共
中
央
、
国
務
院
関
於
進
一
歩
做
好
宗
教
工
作
若
干
問
題
的
通
知
（
一
九
九
一
年
二
月
五
日
）」
中
共
中
央
文
献
研
究
室
綜
合
研
究
組
、
国

務
院
宗
教
事
務
局
政
策
法
規
司
編
、
前
掲
書
、
二
一
三
―
二
二
一
頁
。

（
29
）  

龔
学
増
『
社
会
主
義
与
宗
教
』（
北
京
：
宗
教
文
化
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）、
二
五
一
―
二
五
四
頁
。
黄
鋳
『
新
時
期
統
戦
民
族
宗
教
問
題
論

文
集
第
四
集
』（
北
京
：
華
文
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）、
二
〇
―
二
一
頁
。

（
30
）  

江
平
「
関
於
宗
教
五
性
的
来
歴
及
其
現
実
意
義
」『
世
界
宗
教
研
究
』
一
九
八
九
年
第
三
期
、
一
四
一
―
一
四
二
頁
。

（
31
）  

「
中
共
中
央
統
戦
部
九
十
年
代
統
一
戦
線
部
門
工
作
綱
要
（
一
九
九
二
年
四
月
二
十
日
）」
中
共
中
央
統
一
戦
線
工
作
部
、
中
共
中
央
文
献
研
究

室
編
『
新
時
期
統
一
戦
線
文
献
選
編
（
続
編
）』（
北
京
：
中
共
中
央
党
校
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）、
四
一
四
―
四
一
五
頁
。
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（
32
）  

江
沢
民
「
高
度
重
視
民
族
工
作
和
宗
教
工
作
（
一
九
九
三
年
十
一
月
七
日
）」
中
共
中
央
文
献
研
究
室
綜
合
研
究
組
、
国
務
院
宗
教
事
務
局
政

策
法
規
司
編
、
前
掲
書
、
二
五
四
―
二
五
五
頁
。

（
33
）  

《
当
代
中
国
》
叢
書
編
輯
委
員
会
編
『
当
代
中
国
的
宗
教
工
作
（
上
）』（
北
京
：
当
代
中
国
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）、
二
三
三
頁
。『
人
民
日

報
』
一
九
八
二
年
十
月
十
五
日
、
十
二
月
十
三
日
。

（
34
）  
羅
竹
風
主
編
『
中
国
社
会
主
義
時
期
的
宗
教
問
題
』（
上
海
：
上
海
社
会
科
学
院
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）。

（
35
）  
宗
教
法
に
関
す
る
議
論
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
研
究
や
記
事
を
参
照
の
こ
と
。
邢
福
増
、
前
掲
書
、
一
八
七
―
二
一
〇
頁
。
段
徳
智

『
新
中
国
宗
教
工
作
史
』（
北
京
：
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）、
二
〇
七
―
二
一
九
頁
。
王
作
安
「
我
国
宗
教
立
法
的
回
顧
与
思
考
」『
世
界
宗

教
研
究
』
二
〇
〇
八
年
第
三
期
、
一
―
一
一
頁
。
余
孝
恆
「
関
於
宗
教
法
制
建
設
的
幾
個
問
題
」『
宗
教
学
研
究
』
一
九
九
八
年
第
三
期
、
七

三
―
八
一
頁
。

（
36
）  

黄
鋳
、
前
掲
書
、
二
一
―
二
二
頁
。

（
37
）  

「
中
共
中
央
、
国
務
院
関
於
進
一
歩
做
好
宗
教
工
作
若
干
問
題
的
通
知
（
一
九
九
一
年
二
月
五
日
）」
中
共
中
央
文
献
研
究
室
綜
合
研
究
組
、
国

務
院
宗
教
事
務
局
政
策
法
規
司
編
、
前
掲
書
、
二
一
六
頁
。

（
38
）  

「
中
央
統
戦
部
関
於
原
則
上
不
允
許
基
督
教
徒
在
家
里
聚
会
挙
行
宗
教
活
動
的
規
定
的
解
釈
（
一
九
八
四
年
十
月
二
十
三
日
）」
安
徽
省
人
民
政

府
宗
教
事
務
局
編
『
宗
教
工
作
文
件
選
編
』（
内
部
資
料
、
一
九
九
三
年
）、
八
二
―
八
四
頁
。

（
39
）  

姚
宝
山
「
三
自
愛
国
会
要
維
護
和
保
障
信
徒
的
合
法
権
利
」『
天
風
』
一
九
九
一
年
第
一
期
、
一
一
頁
。

（
40
）  

「
昆
明
市
官
渡
区
人
民
政
府
六
四
号
文
件
」『
橋

―
中
国
教
会
動
態
』
第
五
四
期
、
一
九
九
二
年
、
七
―
一
〇
頁
。

（
41
）  

丁
光
訓
「
在
全
国
両
会
委
員
会
会
議
上
的
発
言
」『
天
風
』
一
九
九
〇
年
第
一
一
期
、
二
〇
―
二
三
頁
。
な
お
、
こ
こ
で
言
う
両
会
と
は
、
中

国
基
督
教
三
自
愛
国
運
動
委
員
会
と
中
国
基
督
教
協
会
の
二
つ
の
会
を
指
す
。

（
42
）  

汪
維
藩
「
有
関
基
督
教
的
幾
個
政
策
界
限
」『
橋

―
中
国
教
会
動
態
』
第
四
八
期
、
一
九
九
一
年
、
四
頁
。

（
43
）  

宛
耀
賓
「
在
中
国
基
督
教
全
国
〝
両
会
〞
委
員
会
議
上
的
講
話
」『
天
風
』
一
九
九
〇
年
第
一
一
期
、
一
七
―
一
九
頁
。

（
44
）  

蔣
礼
「
関
於
〝
領
導
〞
和
〝
管
理
〞」『
天
風
』
一
九
九
三
年
第
一
期
、
二
五
―
二
六
頁
。

（
45
）  

地
方
三
自
委
員
会
役
員
と
当
地
の
宗
教
局
幹
部
と
の
パ
ト
ロ
ン
・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
、
前
掲
論
文
、
二
九
―
五
八
頁
を

参
照
。

（
46
）  

「
第
五
届
全
国
会
議
代
表
構
成
小
統
計
」『
天
風
』
一
九
九
二
年
第
三
期
、
一
六
頁
。



中国共産党の基督教管理政策

95

（
47
）  

本
刊
編
輯
部
「
為
開
好
第
五
届
全
国
会
議
而
共
同
努
力
」『
天
風
』
一
九
九
〇
年
第
一
一
期
、
二
頁
。

（
48
）  

丁
英
「
思
想
敏
捷
有
朝
気
　
青
年
代
表
訴
衷
腸

―
青
年
代
表
采
訪
記
」『
天
風
』
一
九
九
二
年
第
三
期
、
四
五
頁
。

（
49
）  

姜
汝
真
、
李
鴻
泰
「
挙
弁
中
青
年
愛
国
宗
教
教
職
人
員
読
書
班
的
成
効
与
経
験
」『
中
央
社
会
主
義
学
院
学
報
』
一
九
九
六
年
第
五
期
、
四

九
―
五
二
頁
。

（
50
）  
「
十
省
市
区
在
全
国
統
戦
部
長
会
議
上
的
発
言
」『
中
国
統
一
戦
線
』
一
九
九
五
年
第
三
期
、
二
二
―
二
四
頁
。

（
51
）  

「
丁
光
訓
在
政
協
上
的
発
言
」『
橋

―
中
国
教
会
動
態
』
第
三
五
期
、
一
九
八
九
年
、
三
頁
。

（
52
）  

汪
維
藩
、
前
掲
論
文
、
四
―
五
頁
。

（
53
）  

丁
光
訓
「
與
江
沢
民
同
志
会
見
時
的
発
言
」『
橋

―
中
国
教
会
動
態
』
第
五
〇
期
、
一
九
九
一
年
、
一
一
―
一
二
頁
。
こ
こ
で
言
う
会
議
と

は
、
一
九
九
〇
年
十
二
月
の
全
国
宗
教
工
作
会
議
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
同
会
議
で
「
批
准
を
受
け
て
い
な
い
す
べ
て
の
宗
教
活
動
場
所
を
断
固
取

り
締
ま
る
」
と
い
う
発
言
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
資
料
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
同
会
議
を
受
け
て
省
級
政
府
が
作
成
し
た
政
策
文
書
に
は
、
違
法

組
織
の
宗
教
活
動
場
所
の
取
り
締
ま
り
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
同
会
議
で
宗
教
活
動
場
所
の
管
理
強
化
を
求
め
る
発
言
が
多
数

あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
推
察
さ
れ
る
。「
中
共
陝
西
省
委
、
陝
西
省
人
民
政
府
関
於
進
一
歩
做
好
宗
教
工
作
的
通
知
（
一
九
九
一
年
十
一
月
二
十

五
日
）」
中
共
陝
西
省
委
統
戦
部
、
陝
西
省
民
族
宗
教
事
務
委
員
会
編
『
天
主
教
工
作
資
料
選
編
』（
出
版
社
、
出
版
年
不
明
）、
一
〇
六
―
一
〇

七
頁
。

（
54
）  

「
全
国
宗
教
団
体
領
導
人
研
討
会
在
海
南
召
開
」『
中
国
統
一
戦
線
』
一
九
九
四
年
第
三
期
、
一
七
―
一
八
頁
。

（
55
）  

王
兆
国
「
以
鄧
小
平
同
志
建
設
有
中
国
特
色
社
会
主
義
理
論
為
指
導
、
進
一
歩
加
強
新
形
勢
下
的
統
一
戦
線
工
作
」
中
共
中
央
統
一
戦
線
工
作

部
、
中
共
中
央
文
献
研
究
室
編
、
前
掲
書
、
五
七
八
頁
。

（
56
）  

丁
光
訓
「
来
自
解
放
神
学
、
徳
日
進
神
学
和
過
程
神
学
的
啓
発
（
一
九
八
五
年
）」『
丁
光
訓
文
集
』（
南
京
：
訳
林
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）、

一
八
八
―
二
一
四
頁
。
丁
光
訓
「
一
個
中
国
基
督
徒
的
上
帝
観
（
一
九
九
三
年
十
月
於
馬
尼
拉
在
菲
律
賓
協
和
神
学
院
的
演
講
）」
同
前
書
、
一

〇
六
―
一
一
六
頁
。
丁
光
訓
「
上
帝
的
創
造
与
宗
教
倫
理

―
答
記
者
問
（
一
九
九
九
年
二
月
）」
羅
冠
宗
主
編
『
中
国
基
督
教
三
自
愛
国
運
動

文
選
第
二
巻
　
一
九
九
三
―
二
〇
〇
六
』（
上
海
：
中
国
基
督
教
三
自
愛
国
運
動
委
員
会
、
中
国
基
督
教
協
会
、
二
〇
〇
七
年
）、
一
九
二
―
一
九

四
頁
。
プ
ロ
セ
ス
神
学
（
過
程
神
学
）
と
は
、
Ａ
・
Ｎ
・
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
の
著
作
『
過
程
と
実
在
』
を
端
緒
と
す
る
神
学
の
動
き
で
、
人
間
と

世
界
の
過
程
的
、
進
化
的
な
性
格
を
強
調
し
、
神
自
身
も
ま
た
変
化
す
る
世
界
と
の
交
流
に
よ
っ
て
、
同
じ
よ
う
に
発
展
す
る
過
程
の
中
に
あ
る

と
説
く
。
シ
ャ
ル
ダ
ン
神
学
（
徳
日
進
神
学
）
と
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
司
祭
だ
っ
た
Ｐ
・
テ
イ
ヤ
ー
ル
・
ド
・
シ
ャ
ル
ダ
ン
の
神
学
思
想
で
、
キ
リ
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ス
ト
教
世
界
観
と
進
化
論
を
総
合
し
、
人
間
を
宇
宙
の
進
化
に
お
け
る
中
心
と
し
て
捉
え
る
壮
大
な
世
界
観
を
展
開
し
た
。
東
京
神
学
大
学
神
学

会
編
『
キ
リ
ス
ト
教
組
織
神
学
事
典
』（
教
文
館
、
二
〇
〇
二
年
新
装
版
）、
三
八
六
―
三
九
〇
頁
。『
キ
リ
ス
ト
教
人
名
辞
典
』
編
集
委
員
会
編

『
キ
リ
ス
ト
教
人
名
辞
典
』（
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、
一
九
八
六
年
）、
九
三
七
頁
。

（
57
）  
丁
光
訓
「
基
督
教
自
身
応
有
什
麽
改
進

―
在
〝
宗
教
与
社
会
主
義
社
会
相
適
応
〞
研
討
会
上
的
発
言
　
一
九
九
四
年
三マ

月マ

海
南
」
羅
冠
宗
主

編
、
前
掲
書
、
四
三
―
四
六
頁
。
表
題
に
あ
る
「
一
九
九
四
年
三
月
」
は
「
一
九
九
四
年
一
月
」
の
誤
植
と
見
ら
れ
る
。

（
58
）  
邢
福
増
『
基
督
教
在
中
国
的
失
敗
？

―
中
国
共
産
運
動
與
基
督
教
史
論
』（
香
港
：
道
風
書
社
、
二
〇
一
二
年
増
訂
版
）、
二
一
―
七
六
頁
。

（
59
）  

丁
光
訓
「
中
国
教
会
之
我
見
（
一
九
九
二
年
十
月
在
美
国
哥
倫
比
亜
神
学
院
〝
基
督
與
文
化
〞
研
討
会
上
的
書
面
発
言
）」『
金
陵
神
学
誌
』
一

九
九
三
年
第
一
期
、
八
三
―
八
五
頁
。

（
60
）  

丁
光
訓
の
神
学
的
立
場
に
つ
い
て
、
以
下
の
文
献
か
ら
大
き
な
教
示
を
得
た
。Philip W

ickeri, Reconstructing Christianity in China: 
K. H

. Ting and the Chinese Church （M
aryknoll: O

rbis Books, 2007

）. 

松
谷
曄
介
「
人
物
で
見
る
中
国
キ
リ
ス
ト
教
　
丁
光
訓
」『
ミ
ニ

ス
ト
リ
ー
』
第
二
一
号
、
二
〇
一
四
年
、
二
二
―
二
三
頁
。

（
61
）  

丁
光
訓
「
教
会
在
中
国

―
在
浸
会
世
界
連
盟
退
修
会
上
所
作
的
演
講
」『
金
陵
神
学
誌
』
一
九
九
四
年
第
二
期
、
九
頁
。

（
62
）  

「
中
国
基
督
教
三
自
愛
国
運
動
委
員
会
第
六
届
、
中
国
基
督
教
協
会
第
四
届
第
二
次
全
体
委
員
会
会
議
関
於
加
強
神
学
思
想
建
設
的
決
議
（
一

九
九
八
年
十
一
月
二
十
三
日
）」
羅
冠
宗
主
編
、
前
掲
書
、
一
八
八
頁
。

（
63
）  

陳
澤
民
「〝
神
学
思
想
建
設
〞：
回
顧
和
前
瞻
」『
金
陵
神
学
誌
』
二
〇
〇
八
年
第
四
期
、
四
―
一
〇
頁
。

（
64
）  

韓
文
藻
「
大
家
都
要
重
視
神
学
思
想
建
設

―
在
〝《
丁
光
訓
文
集
》
研
討
会
〞
上
的
発
言
（
一
九
九
九
年
七
月
二
十
七
日
）」
羅
冠
宗
主
編
、

前
掲
書
、
二
〇
〇
―
二
〇
一
頁
。

（
65
）  

田
雨
「
中
国
基
督
教
聖
経
観
学
術
研
討
会
在
青
島
挙
行
」『
天
風
』
二
〇
〇
〇
年
第
九
期
、
一
一
―
一
二
頁
。
丁
光
訓
「
神
学
与
処
境

―
在

中
国
基
督
教
三
自
愛
国
運
動
委
員
会
第
六
届
、
中
国
基
督
教
協
会
第
四
届
全
体
委
員
会
第
三
次
会
議
上
的
講
話
（
二
〇
〇
〇
年
九
月
二
十
日
）」

羅
冠
宗
主
編
、
前
掲
書
、
二
五
七
頁
。

（
66
）  

丁
光
訓
「
今
天
我
們
向
呉
耀
宗
先
生
学
習
什
麽
？
（
一
九
八
九
年
九
月
十
五
日
在
中
国
基
督
教
全
国
両
会
紀
念
呉
耀
宗
先
生
逝
世
十
周
年
上
海

紀
念
会
上
的
講
話
）」『
丁
光
訓
文
集
』、
四
七
七
―
四
七
八
頁
。

（
67
）  

王
艾
明
（
松
谷
曄
介
編
訳
）『
王
道

―
二
一
世
紀
中
国
の
教
会
と
市
民
社
会
の
た
め
の
神
学
』（
新
教
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）、
二
五
六
頁
。

（
68
）  

丁
光
訓
「
神
学
与
処
境

―
在
中
国
基
督
教
三
自
愛
国
運
動
委
員
会
第
六
届
、
中
国
基
督
教
協
会
第
四
届
全
体
委
員
会
第
三
次
会
議
上
的
講
話
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（
二
〇
〇
〇
年
九
月
二
十
日
）」
羅
冠
宗
主
編
、
前
掲
書
、
二
五
七
―
二
五
九
頁
。

（
69
）  

崔
秀
吉
、
陳
順
富
、
陳
泳
「
金
陵
神
学
院
研
究
生
拒
絶
「
自
動
退
学
」
申
請
書
」『
中
国
與
福
音
』
第
三
〇
期
、
一
九
九
九
年
、
二
四
―
二
八

頁
。
周
加
才
「
丁
光
訓
主
教
与
神
学
思
想
建
設
」『
金
陵
神
学
誌
』
二
〇
〇
八
年
第
一
期
、
一
二
―
一
四
頁
。

（
70
）  
劉
義
春
、
李
志
敏
、
羅
雲
飛
「
金
陵
協
和
神
学
院
神
学
生
退
学
宣
言
」『
中
国
與
福
音
』
第
三
二
期
、
一
九
九
九
年
、
一
六
―
二
六
頁
。
周
加

才
、
前
掲
論
文
。

（
71
）  

「
関
於
我
国
社
会
主
義
時
期
宗
教
問
題
的
基
本
観
点
和
基
本
政
策
（
一
九
八
二
年
三
月
）」
中
共
中
央
文
献
研
究
室
綜
合
研
究
組
、
国
務
院
宗
教

事
務
局
政
策
法
規
司
編
、
前
掲
書
、
六
五
頁
。

（
72
）  

江
沢
民
「
一
定
要
做
好
宗
教
工
作
（
一
九
九
〇
年
十
二
月
七
日
）」
中
共
中
央
文
献
研
究
室
綜
合
研
究
組
、
国
務
院
宗
教
事
務
局
政
策
法
規
司

編
、
前
掲
書
、
二
〇
一
頁
。

（
73
）  

「
中
共
陝
西
省
委
、
陝
西
省
人
民
政
府
関
於
進
一
歩
做
好
宗
教
工
作
的
通
知
（
一
九
九
一
年
十
一
月
二
十
五
日
）」
中
共
陝
西
省
委
統
戦
部
、
陝

西
省
民
族
宗
教
事
務
委
員
会
編
、
前
掲
書
、
一
〇
六
頁
。

（
74
）  

菱
田
雅
晴
「
自
律
化
社
会
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

―
グ
ラ
ス
ル
ー
ツ
の
視
点
」
菱
田
雅
晴
編
著
『
中
国

―
基
層
か
ら
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
』（
法
政
大

学
出
版
局
、
二
〇
一
〇
年
）、
七
頁
。

（
75
）  

党
中
央
が
出
す
親
民
的
政
策
（
方
針
）
が
、
地
方
政
府
に
よ
る
執
行
の
段
階
に
な
る
と
反
故
に
さ
れ
て
し
ま
う
現
象
は
、
多
く
の
研
究
者
に

よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
現
象
が
宗
教
政
策
に
お
い
て
も
観
察
で
き
た
と
言
え
る
。
角
崎
信
也
「
中
国
の
政
治
体
制
と

「
群
体
性
事
件
」」
鈴
木
隆
、
田
中
周
編
『
転
換
期
中
国
の
政
治
と
社
会
集
団
』（
国
際
書
院
、
二
〇
一
三
年
）、
二
〇
九
―
二
四
五
頁
。
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上
野
　
正
弥
（
う
え
の
　
ま
さ
や
）

所
属
・
現
職
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

　
　
　
　
　
　
慶
應
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
非
常
勤
講
師

最
終
学
歴
　
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
前
期
博
士
課
程

専
攻
領
域
　
　
現
代
中
国
政
治

主
要
著
作
　
　 「
中
国
共
産
党
と
宗
教
団
体

―
一
九
八
〇
年
代
に
お
け
る
基
督
教
愛
国
団
体
の
改

革
を
め
ぐ
る
議
論
を
中
心
に

―
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
一
〇
〇
号
（
二
〇
一

四
年
）


